
第５回水戸市総合企画審議会 次第 

 

○日時：令和５年５月 26 日（金）午後２時から 

○場所：水戸市役所４階 政策会議室 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

(1) 水戸市第７次総合計画・骨子「素案」について 

ア ３の柱 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」について 

  イ ４の柱 市民と行政で「共に創るみと」について 

  ウ 重点プロジェクト（案）について 

(2) その他 

 

３ 閉会 



第４回，第５回水戸市総合企画審議会における 

審議内容及び進め方について 

 

１ 審議内容及び進め方 

 ・水戸市第７次総合計画・骨子「素案」は，基本構想と基本計画で構成し，これまで取り

まとめを進めてきた基本構想・骨子「素案」に加えて，基本計画として，基本的指標（目

標人口，目標交流人口等），重点プロジェクト，施策の大綱に基づく具体的施策で構成す

る。 

 ・総合計画・骨子「素案」は，総合計画（案）を取りまとめるに当たって骨格となるもの

で，各種施策についても主要事業（ソフト・ハード）を抽出したものである。 

・基本構想・骨子「素案」のうち，目標人口，目標交流人口，経済の見通しについて審議

する。 

 ・基本計画のうち，「主要施策」については，内容が多岐にわたるため，４つの柱を２日間

に分け，目指す姿や目標水準，主要事業について，それぞれ審議する。 

 ・基本計画のうち，「重点プロジェクト」については，別紙資料により審議する。 

 

２ 議題 

・第４回（５月 22 日） 

   (1) 水戸市第７次総合計画・骨子「素案」について（資料２－①） 

    ア 基本構想及び基本的指標（基本計画）について 

    イ １の柱 まち全体で「こどもたちを育むみと」について 

    ウ ２の柱 多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」について 

   (2) その他 

 

・第５回（５月 26 日） 

   (1) 水戸市第７次総合計画・骨子「素案」について（資料２－①） 

    ア ３の柱 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」について 

    イ ４の柱 市民と行政で「共に創るみと」について 

    ウ 重点プロジェクト（案）について（資料２－②） 

   (2) その他（資料３，４） 

資料１－① 



水戸市第７次総合計画・骨子「素案」の構成

《基本構想》 《基本計画》

第１　基本的指標（目標人口，目標交流人口，市民所得等）

第３　人口と経済の展望 第３　重点プロジェクト

　　３　目標交流人口

第４　都市空間整備構想

第５　施策の大綱

※第２回，第３回総合企画審議会において基本構想・骨子「素案」を審議  … 第４回総合企画審議会（５月22日）において御審議いただく項目

 … 第５回総合企画審議会（５月26日）において御審議いただく項目

第１　都市づくりの基本理念

第２　将来都市像

　　１　人口設定の考え方

　　２　目標人口 　１　まち全体で「こどもたちを育むみと」

　３　命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」

　４　市民と行政で「共に創るみと」

　　４　経済見通し

　２　多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」

第２　都市空間整備計画

第４　主要施策の概要

資料１－②



　・総合計画・骨子「素案」作成 22, ◎第４回，第５回
26 　総合企画審議会

　（骨子「素案」の審議）

上旬 ◎第６回総合企画審議会
　（骨子「素案」の審議） 下旬 ・意見公募手続

～ 　総合計画骨子「素案」
 （30日間）

下旬 ・eまちづくり提案
～  （２週間）
上旬 ・地域との懇談会

　・総合計画「素案」作成 ～ 　（６回）
下旬

・絵画・作文コンクール
　作品募集６～９月

下旬 ◎第７回総合企画審議会 　受賞作品決定12月
（総合計画（素案）について審議）

○小委員会

○小委員会
　（２委員会各４回） 中旬 ・意見公募手続

下旬 ◎第８回総合企画審議会 ～ 　総合計画「素案」
（総合計画（素案）について審議）  （30日間）

　・総合計画「案」取りまとめ
中旬 ◎第９回総合企画審議会

（総合計画（案）及び答申（案）について審議

中旬 ◎第10回総合企画審議会
　・第７次総合計画（案）決定 　（答申）

●議案提出（第４回定例会）
　　特別委員会付託

令和
６年    　  （審査）

３月 □議決

水戸市第７次総合計画策定スケジュールについて

令
和
５
年
度

10月

計　画　策　定

12月

市民参加総合企画審議会

５月

４月

８月

９月

11月

６月

７月

資料１－③



水戸市第 ７次総合計画 

骨子「素案」 

（第４・５回 水戸市総合企画審議会資料） 

令和５年５月２２日，２６日 

資料２－① 
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Ⅰ 序  

第１ 総合計画の役割 

都市づくりの基本方針であり，水戸市における最上位計画となるものです。 

市民と行政の協働のもと，計画的な行政運営を進め，将来にわたって発展し，暮らしたい

と思える都市づくりの実現を目指していきます。 

第２ 総合計画の構成 

総合計画は，基本構想と基本計画（前期・後期）で構成されています。 

【計画期間】 令和６～令和 15年度（10年間） 

本市の目指す将来都市像を描き，実現するために必要な施策

の大綱を定めるものです。 

主な内容 

・都市づくりの基本理念 

・将来都市像 

・人口と経済の展望 

・都市空間整備構想  

・施策の大綱  

【計画期間】 令和６～令和 10年度（５年間 ※前期計画） 

将来都市像の実現のための具体的施策や到達を目指す目標

水準を定めるものです。 

主な内容 

・総論 

・重点プロジェクト 

・各論 

基本構想 

基本計画 
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【基本構想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本計画】

将来都市像の実現を都市空間 

(都市構造)の視点から示すもの 

１ まち全体で「こどもたちを育むみと」 

２ 多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」 

３ 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」 

４ 市民と行政で「共に創るみと」 

水戸の未来をリードする「こどもたち」を育むまちをつくる 

誰もが生き生きと暮らせる 

「安心」できるまちをつくる 

市民の豊かな暮らしを実現できる 

「経済発展」するまちをつくる 

こども育む くらし楽しむ 

みらいに躍動する 魁
さきがけ

のまち・水戸

第４ 都市空間整備構想 

 持続可能なまちを目指し 

集積型の都市構造である 

「水戸らしい地域拠点ネットワーク型 

コンパクトシティ」 

を構築する 

第３ 人口と経済の展望 

第５ 施策の大綱 

１ 目標人口 
2033（令和 15）年度において 265,000人
規模を維持  

２ 目標交流人口 
 新たな活力，にぎわいの創出を目指す 

３ 経済見通し 
 継続的な経済成長を目指す 

第１ 都市づくりの基本理念 

第２ 将来都市像 

都市づくりの 
基本的な考え方 

将来都市像を実現すること

で達成を目指す指標 

将来都市像を実現するために 

将来都市像を実現する

ための施策，事業 

重点プロジェクト 施策の大綱に基づく各種施策 

2



Ⅱ 基本構想  

第１ 都市づくりの基本理念 

○基本的な考え方

人口減少，少子高齢化の進行をはじめ，時代とともに移り変わる価値観や複雑・多様

化する市民ニーズなど，社会の変化が著しい，新しい時代に対応し，様々な選択肢から

選ばれるまちとなっていくためには，水戸の個性と魅力を伸ばしながら，将来にわたっ

て発展し，暮らしたいと思える都市としていかなければなりません。 

その実現の原動力となるのは，「人」です。そのため，水戸の未来を創っていく全て

のこどもたちをまち全体で育むことに最重点で取り組んでいきます。あわせて，豊かな

暮らしを実現する多様な働く場の創出をはじめとした経済発展とともに，誰もが生き

生きと暮らせるよう，健康づくり，医療，福祉，防災などの充実による安心して暮らせ

る環境づくりを進めていきます。 

そして，これらの三つの取組の好循環を創出し，明るい未来を展望できる都市づくり

を推進していきます。 

さらには，水戸ならではの歴史と伝統，芸術・文化を大切にすることはもちろん，何

事にも 魁
さきがけ

の精神で取り組むという姿勢のもと，ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン），ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）など，新たな時代の課題にも積極

的に対応していきます。 

あわせて，県都として，県央地域の発展，茨城の発展をけん引するためにも，広域連

携を推進し，それぞれの地域の資源を効果的に活用するとともに，陸・海・空のネット

ワークを生かした，活動しやすく，暮らしを楽しむことのできるまちをつくっていきま

す。 

 このような視点に立って，次の三つの基本理念のもとに都市づくりを進めるものと

します。 

三つの取組の 

好循環をつくりだす 

未来を創る 

「こどもたち」の育成 

豊かな暮らしを実現する 

「経済発展」 
「安心」して
暮らせる環境 

将来にわたって発展し，暮らしたいと思える都市 

〔実現に向けて〕 
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○三つの基本理念

        

 

 

[目指すべき都市づくりの方向] 

時代の課題に的確に対応しなが

ら，誰もが生き生きと暮らせる，

安心を実感できるまちを目指しま

す。 

 [個性と魅力を伸ばす取組の方向] 

・水戸ならではの歴史・ ・健康づくり，医療，福祉などの

充実 

・災害に強い地域環境づくり 

・ゼロカーボンに取り組む環境づ

くり 

・誰もがデジタル化の恩恵を享受

できる環境づくり 

 [目指すべき都市づくりの方向] 

地域の資源や特性を生かし，持続

的な都市の成長，市民の豊かな暮

らしを実現できる経済が発展する

先進的なまちを目指します。 

[個性と魅力を伸ばす取組の方向] 

・水戸ならではの歴史，芸術・文

化を生かした，にぎわいづく

り・産業振興，働く場の創出 

・陸・海・空のネットワークを生

かした，手軽に移動でき，活動

しやすい環境による産業振興 

[目指すべき都市づくりの方向] 

  人口減少が避けられない中，本市の活力を維持し，持続的に発展するまち

を実現するため，自ら学び，行動するこどもたちの主体性を大切にしなが

ら，水戸の未来をリードするこどもたちをまち全体で育み，若い世代に選

ばれるまちを目指します。 

[個性と魅力を伸ばす取組の方向] 

  ・全国に魁
さきが

ける安心してこどもを生み育てやすい環境づくり 

・教育機関が集積する強みを生かした水戸ならではの魅力ある教育の推進 

水戸の未来をリードする「こどもたち」を育むまちをつくる 

市民の豊かな暮らしを実現できる 

「経済発展」するまちをつくる 

誰もが生き生きと暮らせる 

「安心」できるまちをつくる 
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第２ 将来都市像 

水戸市の目指す将来都市像（将来の都市イメージ）を 

こども育む くらし楽しむ 

みらいに躍動する 魁
さきがけ

のまち・水戸

と定めます。 

人口減少が避けられない中，本市の活力を維持し，持続的に発展する水戸を実現する

ため，こどもたちの主体性を大切にしながら，新しい時代にふさわしい環境や仕組みを

構築し，未来をリードするこどもたちをまち全体で育むものです。 

市民が豊かに暮らし，活躍する場を経済発展により創出するとともに，身の回りの生

活環境整備や防災・減災対策の充実など，安心を実感できる環境づくりを進め，日々の

くらしを楽しめるまちとしていくものです。 

こどもたちをまち全体で育み，経済発展と安心を実感できる環境づくりにより，将来

にわたって発展し，みらいに躍動する，ここで暮らしたいと思えるまちとしていくもの

です。 

さらに，先人たちが築き上げた歴史と伝統，本市の特徴である豊かな自然を大切にし

ながら，教育，文化，福祉，医療など，あらゆる分野において 魁
さきがけ

の精神で挑戦し，先

進的な発展をリードするまちを目指すものです。 

こども育む 

くらし楽しむ 

みらいに躍動する 魁
さきがけ

のまち 
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第３ 人口と経済の展望 

１ 人口設定の考え方 

  全国的な人口減少，少子高齢化の流れが続く中，本市では，2020（令和２）年度の国勢

調査において，それまでの人口増加傾向から人口減少に転じました。 

水戸市第７次総合計画の期間内においては，若い世代の移住・定住等による人口減少の

抑制及び活力ある都市づくりに取り組んでいきます。 

また，将来にわたって都市を発展させていくため，交流人口や関係人口の増加を図り，

新たな活力，にぎわいを創出することとし，展望する将来人口として，「目標人口」及び

「目標交流人口」を定めることとします。 

２ 目標人口 

こどもを安心して生み育てられる環境づくりとともに，創業・スタートアップの支援や

多様な雇用の場の創出など，若い世代から選ばれる都市づくりに取り組むことで，水戸市

第７次総合計画の最終年次である 2033（令和 15）年度において，265,000 人規模を維持

することとします。 

[目標人口と国の推計]

190,000

200,000

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

水戸市人口ビジョン（第２次） 2020国勢調査結果の社人研2018推計準拠

（人）

270,783人

203320242015 20402020 2060

265,000人

260,870人

第７次総合計画期間

（2024～2033）

209,359人

245,000人

目標値（2033（令和 15）年度）：26万 5千人 
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３ 目標交流人口 

本市は，自然，歴史，芸術文化，プロスポーツ等の様々な地域資源に恵まれています。

これらを活用し，人，物，情報の動きを生み出し，新たな活力，にぎわいを創出していく

ため，「目標人口」とあわせ，新たな活力，にぎわいの創出によって実現を目指す「目標

交流人口」を定めることとします。 

（１）にぎわい交流人口 

   魅力発信交流拠点やイベントの来場者数を基本に，目標を設定します。2028（令

和 10）年度においては 600万人を，2033（令和 15）年度においては 650万人をに

ぎわい交流人口として設定します。 

（２）まちなか交流人口 

   水戸市民会館をはじめとした，まちなかの拠点における来場者数を基本に，目標

を設定します。2028（令和 10）年度においては 100万人を，2033（令和 15）年度

においては 110万人をまちなか交流人口として設定します。 

 

４ 経済の見通し 

我が国においては，新型コロナウイルス感染症の影響による経済の落ち込みがあった

ものの，緩やかな持ち直しが続いています。 

本市においても，引き続き地域経済の回復を図るとともに，更なる活性化に資する施策

を展開し，交流人口の拡大による経済効果を高めながら，継続的な成長を見込むこととし

ます。 

 2033（令和 15）年度の市内総生産については，2023（令和５）年度と比較して約 1.2倍，

対前年度の成長率は 2.5％程度となるものと見込むこととします。 

目標値（2033（令和 15）年度）：650万人 

目標値（2033（令和 15）年度）：110万人 

目標値（2033（令和 15）年度）：対前年度成長率 2.5％ 
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第４ 都市空間整備構想 

 
【基本的方向】 

 

人口減少，少子高齢化の進行や地球温暖化，デジタル化など，社会の変化が激しい

中，将来都市像の実現に向けては，都市空間整備の視点からも，それらへ対応できる

取組を進めていく必要があります。 

具体的には，これまでの都市空間整備の方向性を踏まえ，引き続き，既存の拠点を

生かしつつ，集積型の持続可能な都市構造，すなわちコンパクトなまちを目指すもの

とします。 

現在の都市基盤を有効に活用しながら，社会資本の効率的な整備を進め，都市核を

中心に，既存の地域生活拠点，地域産業系拠点，魅力発信交流拠点との連携性を高め，

それぞれの特性に合わせた都市機能，居住機能の充実を図っていくものとします。 

そのため，「都市核・拠点への都市機能の集積と連携強化・充実」，「自然を生かした

環境負荷の少ない都市空間づくり」，「災害に強い都市基盤づくり」，「楽しめる交流拠

点づくり」の視点から，「水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ」を構

築するものとします。 
 

 

 

 

 

 

 

１ 都市核・拠点への都市機能の集積と連携強化・充実 

２ 自然を生かした環境負荷の少ない都市空間づくり 

３ 災害に強い都市基盤づくり 

４ 楽しめる交流拠点づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ 

人口減少，少子高齢化の進行など，社会が変化する中で，持続可能なま

ちとしていくため，環境に配慮しながら，都市核を中心とした集積型の都市構

造であるコンパクトなまちを目指すものとします。 

あわせて，自然，歴史・文化，スポーツなど，水戸の個性でもある様々な交

流拠点について，地域の特性を生かした魅力の向上とともに，都市核とそれら

の地域拠点とのネットワークの充実を図るものです。 

 

水戸らしい地域拠点ネットワーク型 

            コンパクトシティ 
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第５ 施策の大綱 

将来都市像「こども育む くらし楽しむ みらいに躍動する 魁のまち・水戸」の実現

に向け，施策の大綱を次のとおり定めます。 

（１）こどもを生み育てやすい社会の実現 

① 子育て世帯にやさしいまちづくり

② 安心してこどもを生める環境づくり

③ こどもたちを見守り・育む「つながり」づくり

   （２）未来をリードするこどもたちの育成 

① 一人一人の個性を伸ばす教育の推進

② 快適な学習環境の整備

③ 若者が主役になれる活動・社会参加の促進

（１）地域経済をけん引する活力づくり 

① 誰もがいきいきと働ける環境づくり

② 地元企業が成長するまちづくり

③ 安心な食を支える農業の振興

   （２）水戸らしさを生かしたにぎわいの創出 

① まちなかの活性化

② 多くの人が訪れたくなるまちづくり

③ 水戸のまちを楽しめる交流拠点づくり

   （３）都市の活力とにぎわいを支える基盤の強化 

① 水戸らしいコンパクトな都市構造の構築

② 公共交通・自転車に乗りたくなるまちづくり

１ まち全体で「こどもたちを育むみと」 

２ 多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」 
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（１）健やかに暮らせる環境づくり 

  ① 市民一人一人の健康づくりの推進 

     ② 生命と健康を守る医療環境の充実 

     ③ 健康危機管理の強化 

     ④ 人と動物がしあわせに暮らせるまちづくり 

   （２）支えあい，助けあう社会の実現 

     ① 地域の支えあい，助けあいの推進 

     ② 高齢者が健康に安心して暮らせるまちづくり 

     ③ 障害者（児）支援の充実 

     ④ 社会保障制度の適正な運営 

   （３）災害に強いまちの構築 

     ① 危機管理・防災対策の充実 

     ② 治水・雨水対策の推進 

     ③ 消防・救急の充実 

   （４）暮らしを支える基盤の強化 

     ① 交通安全・防犯の充実 

     ② 水道水の安定供給と生活排水の適正処理 

     ③ 安全で快適な道路環境の整備 

     ④ 憩いとゆとりのある魅力的な公園・緑地の整備 

     ⑤ 快適に暮らせる住環境づくり 

     ⑥ 安らぎを感じられる斎場・霊園の充実 

 

 

 

 

（１）市民が活躍するみとづくり 

  ① コミュニティ活動の推進 

     ② ボランティア・ＮＰＯ活動の促進 

     ③ ジェンダー平等の実現に向けた取組の推進 

     ④ みとの価値を高めるアイデアを創出する場の充実 

     ⑤ 芸術文化の振興 

     ⑥ 生涯学習・スポーツの推進 

     ⑦ 消費生活の向上 

   （２）未来につなげるみとづくり 

     ① ゼロカーボン・エコシティの実現 

     ② 平和活動，国際交流・多文化共生の推進 

     ③ 広域的な行政の推進 

     ④ 多様化する市民ニーズに対応できる行政経営の推進 

     ⑤ まちを豊かにするデジタル化の推進  

３ 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」 

４ 市民と行政で「共に創るみと」 
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Ⅲ 基本計画  

第１ 基本的指標 

この計画においては，こどもを安心して生み育てられる環境づくりとともに，創業・スタ

ートアップの支援や多様な雇用の場の創出など，若い世代から選ばれる都市づくりに取り

組むことで達成を目指す目標人口をはじめ，目標交流人口，市内総生産などの各種指標を推

計し，次のとおり設定します。 

［表１］将来人口と経済の見通し 

年次 2022年度 

（Ｒ４年度） 

2023年度 

（Ｒ５年度・見込み） 

2028年度 

（Ｒ10年度） 

2033年度 

（Ｒ15年度） 区分 単位 

目標人口 人 269,502 268,600 266,700 265,000 

年少人口 

（０～14歳） 

人 33,628 33,100 34,000 35,000 

％ 12.5 12.3 12.7 13.2 

生産年齢人口 

（15～64歳） 

人 162,168 161,400 156,100 150,800 

％ 60.2 60.1 58.6 56.9 

高齢者人口 

（65歳以上） 

人 73,706 74,100 76,600 79,200 

％ 27.4 27.6 28.7 29.9 

世帯 世帯 125,038 125,200 128,200 130,700 

世帯当たり人員 人 2.16 2.15 2.08 2.03 

就業者 人 126,960 126,940 126,700 126,600 

市内総生産 百万円 1,271,800 1,285,200 1,405,100 1,574,800 

注１ 人口及び世帯は，各年 10月１日の数値とする。 

２ 就業者は，常住地における就業者数とする。 

３ 市内総生産は，2023年価格とする。 

［表２］目標交流人口 

年次 2021年度 

（Ｒ３年度） 

2028年度 

（Ｒ10年度） 

2033年度 

（Ｒ15年度） 区分 単位 

にぎわい交流人口 人 

2,615,965 

※5,415,336 

参考・Ｒ元年度 

6,000,000 6,500,000 

まちなか交流人口 人 

180,454 

※371,979 

参考・Ｒ元年度 

1,000,000 1,100,000 

注１ にぎわい交流人口は，市全体の魅力発信交流拠点やイベントの来場者数の目標 

２ まちなか交流人口は，水戸市民会館をはじめとした，まちなかの拠点における来場

者数の目標 

前期基本計画【2024（Ｒ６）～2028（Ｒ10）年度】 

11



第２ 都市空間整備計画 

「水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ」を構築するため，「都市核・拠

点への都市機能の集積と連携強化・充実」，「自然を生かした環境負荷の少ない都市空間づく

り」，「災害に強い都市基盤づくり」，「楽しめる交流拠点づくり」を進めます。 

【都市空間整備イメージ図】 
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１ 「都市核・拠点への都市機能の集積と連携強化・充実」 

都市核としての中心市街地をはじめ，市内に点在する拠点に，それぞれの特性に合

わせた都市機能の集積を図ります。あわせて，公共交通ネットワークや機能連携を強

化するとともに，デジタル技術を活用したネットワークづくり，デジタル化による利

便性の高い都市環境づくりを進めます。 

「都市核」については，都市の発展，魅力の発信をリードするエリアとして，商業，

業務，行政，教育，医療，芸術・文化，居住等の様々な都市中枢機能の集積を図りま

す。 

交通結節点にある赤塚駅，内原駅周辺地区，古くから商業地域として栄える下市地

区については，地域の中心として，市民の生活を支える交通，商業，業務，居住等の

都市機能を提供することのできる周辺地区の核となる「地域生活拠点」としての機能

充実を図ります。 

また，県庁舎周辺地区や東部工業団地等の「地域産業系拠点」については，産業集

積の中心的な役割を担う拠点として，その機能強化に努めます。あわせて，新たな企

業誘致の用地確保策を推進します。 

さらには，にぎわいと交流の創出により，都市の活力を高める「魅力発信交流拠点」

については，市民の憩いの場としてはもとより，市外・県外から多くの人が訪れる拠

点として，更なる魅力の向上と発信に取り組みます。 

２ 「自然を生かした環境負荷の少ない都市空間づくり」 

気候変動に対応するゼロカーボンシティの実現に向け，地球環境や自然環境，生活

環境の保全と向上を図り，環境負荷の少ない都市空間づくりを進めます。 

そのため，本市の水・緑を象徴するシンボル空間である偕楽園及び千波湖周辺の魅

力向上をはじめ，豊かな自然をまちづくりの軸と位置付け，その積極的な保全と再生，

活用を図り，市民が自然とのふれあいによって，安らぎや潤いを感じられる空間づく

りを目指します。 

また，公共交通機関や自転車を利用しやすい環境づくりを進めるなど，市民，事業

者，行政が一体となって，温室効果ガスの排出削減に取り組みます。 

３ 「災害に強い都市基盤づくり」 

近年の激甚化・頻発化する自然災害の経験を踏まえ，災害に強い都市基盤づくりを

進めます。 

そのため，浸水被害の軽減に向け，治水対策や雨水管の整備を進めるほか，災害情

報を的確かつ確実に伝達できる体制の強化とともに，小・中学校や市民センター等の

各地区における避難拠点施設の機能強化を図ります。 

また，大規模地震にも対応できる災害時の物資輸送路や避難経路となる幹線道路や

生活道路の整備を推進します。 
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４ 「楽しめる交流拠点づくり」 

水戸ならではの自然や歴史，芸術・文化，スポーツなど，様々な資源の魅力を高め，

魅力発信交流拠点としての機能向上を図ります。特に，こどもや親子連れ，若い世代

が楽しめる拠点づくりを積極的に推進します。 

また，大規模コンベンション施設においては，戦略的な誘致活動を積極的に展開し，

県内外から多くの人を呼び込み，にぎわいと交流を創出するとともに，水戸の知名度

向上とイメージアップにつなげ，都市の活力を高めます。 

【魅力発信交流拠点イメージ図】 
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第３ 重点プロジェクト 

１ 趣旨 

社会の変化が著しい，新しい時代において，様々な選択肢から選ばれるまちとしていく

ためには，水戸の個性と魅力を伸ばしながら，水戸市の進むべき方向性，さらには，施策

の優先順位を明らかにし，水戸ならではの特色を打ち出すことが必要です。 

そのため，総合計画に位置付けた各種施策の中で，特に，優先的かつ重点的に取り組む

べき施策を重点プロジェクトとして定めるものです。 

（内容は現在検討中） 
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第４ 主要施策の概要 

将来都市像の実現に向け，基本構想に位置付けた施策の大綱に基づき，分野ごとの到達

を目指す目標水準や具体的施策を定めます。 

【主要施策の概要の構成】 

［前期５か年の取組の方向性] 

  それぞれの施策（小項目）ごとに，目指す姿や重点的な取組を示します。 

［目標水準］ 

  それぞれの施策において，目指すべき達成度や成果を数値指標として定めます。 

［主要事業］ 

  前期期間の具体的な事業のうち，主なものをソフト・ハードに分けて示します。 

［関連個別計画］ 

  計画期間内に定める個別分野の計画を示します。 
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大綱１ まち全体で「こどもたちを育むみと」 

１－１ こどもを生み育てやすい社会の実現 

１－１－１ 子育て世帯にやさしいまちづくり 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  子育て世帯にやさしい若い世代に選ばれるまち 

（重点的な取組） 

  ・子育てに係る経済的支援の充実 

  ・相談しやすい環境づくりの推進 

  ・こども・子育てＤＸの推進 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

子育て世帯の経済的負担の

軽減 

小・中学校新入生

応援金の給付， 

市立中学校給食

費の無償化 

（令和５年度～） 

市立小・中学校給

食費，保育料の段

階的無償化 

市立小・中学校給

食費，保育料の段

階的無償化 

保育所待機児童数（４月１日） ３人 ゼロ ゼロ 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

子育てに係る経済的支援

の充実 

・出産・子育て応援ギフトの給付 

・小・中学校新入生応援金の給付 

・保育料の段階的無償化 

・市立小学校給食費の段階的無償化 

・市立中学校給食費無償化の継続 

・18歳までの医療費助成の継続，拡大の検討 

市 

相談しやすい環境づくりの

推進 

・妊娠期から切れ目のない支援の推進 

・伴走型相談支援の充実 

・訪問型の家事・育児支援の充実 

・身近な場所における相談支援体制の充実 

市 

こども・子育て DXの推進 ・子育て支援アプリの機能拡充 

・保育所等利用申込手続きのオンライン化 

・各種サービス利用手続きのオンライン化 

市 

多様なニーズに対応した

子育て支援サービスの推

進 

・ファミリー・サポート・センター事業の充実 

・一時預かり，病児・病後児保育の充実，利便性向上 

・子育て支援相談員による相談支援の充実 

市 
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安心して預けられる環境

づくりの推進 

・保育所待機児童ゼロの達成及び継続 

・保育士の就労支援 

・市立保育所等におけるＤＸの推進 

・園外活動時の安全対策 

・民間保育所等における安全対策の導入支援 

・民間保育所等の適正な運営の促進 

市，事業者 

保育サービスの充実 ・全施設での延長保育の実施 

・休日保育の拡充 

・市立幼稚園における預かり保育の充実 

市，事業者 

市立保育所における民間

活力活用の推進 

・市立保育所の民間移譲の検討 市 

アプローチ・スタートカリキ

ュラムによる小学校教育へ

の円滑な移行の推進 

・幼児教育と小学校教育の接続のための協議会を通

した連携強化 

・保幼小連携に関する研究の推進 

市，事業者 

放課後児童の居場所づく

りの推進 

・放課後学級待機児童ゼロの継続 

・放課後学級と放課後子ども教室の一体的な運営に

よる内容の充実 

・民間学童クラブへの支援 

市，事業者 

多世代が楽しめる子育て

拠点づくり 

（１１３別掲） 

・わんぱーく・みと，はみんぐぱーく・みとの運営充実 

・地域子育て支援拠点事業，市民センター子育て広

場等の運営充実 

市，市民，事

業者 

結婚支援事業の推進 ・婚活支援の充実 

・結婚新生活支援補助金の給付 

市 

子育てしやすい住環境づ

くり 

・子育て世帯まちなか住みかえの促進 

・市営住宅等を活用した子育て応援住宅の整備 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

民間保育施設の改築支援 ・改築支援 ２園 市，事業者 

 

［関連個別計画］ 

 ・子ども・子育て支援事業計画 
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１－１－２ 安心してこどもを生める環境づくり 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  こどもを生みたいと望む人が安心して妊娠・出産・子育てができるまち 

（重点的な取組） 

  ・伴走型支援の充実 

  ・医療費負担の軽減 

  ・こどもの発達支援の充実 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

産後のケア・指導を十分に受

けたと感じる産婦の割合 

84.0% 90% 95％ 

伴走型支援の面談実施割合 令和５年度～ 100％ 100％ 

専門職による発達相談を実

施した延べ人数 

700人 750人 800人 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

全ての妊婦・子育て世帯に

寄り添った支援の充実 

・伴走型相談支援の充実 

・子育て世帯訪問支援事業の推進 

市 

「すまいるママみと」を中

心とした妊産婦支援の充

実 

・妊娠期から切れ目のない支援の推進 

・産後ケア事業の充実 

・妊婦健康診査，産婦健康診査の支援 

・多胎妊娠の健康診査支援 

市 

乳幼児健康診査の充実 ・乳幼児健診受診の促進 

・新生児聴覚検査の支援 

市 

不妊・不育症治療費の助成 ・一般不妊治療費の助成 

・生殖補助医療費の助成 

・不育症治療費の助成 

市 

妊娠・出産に係る支援の推

進 

・妊産婦医療費の助成 

・出産育児一時金の給付 

市 

医療的ケア児に対する支

援の推進 

・相談支援体制の充実 

・支援等に関する情報発信 

市 

こどもの発達支援の充実 ・こども発達支援センターにおける発達相談・支援の

充実 

・発達支援教室，言語指導教室の充実 

市 
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１－１－３ こどもたちを見守り・育む「つながり」づくり 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  まち全体でこどもたちを見守り・育むまち 

（重点的な取組） 

  ・企業，社会の子育て世帯に対する理解促進 

  ・多世代交流事業や多様な体験活動等の促進 

  ・こどもを取り巻く環境の改善に向けた支援 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

男性の育児休業取得率 （調査中） ××％ ××％ 

子育て支援・多世代交流事

業利用者数 

23,780人 

（令和３年度） 

※91,197人 

10万人 12万人 

児童虐待通告に対する適正

対応 

100％ 100％ 100％ 

※の数値は参考値（令和元年度） 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

子育て世帯が安心して働

ける環境づくり 

（２１１別掲） 

・セミナー等の開催による育児休業取得の推進 

・くるみん認定制度の取得促進 

市，事業者 

多世代が楽しめる子育て

拠点づくり 

（１１１別掲） 

・わんぱーく・みと，はみんぐぱーく・みとの運営充実 

・地域子育て支援拠点事業，市民センター子育て広

場等の運営充実 

市，市民，事

業者 

こどもの挑戦を応援する

仕組みづくり 

・奨学金による支援 

・チャレンジ応援制度創設に向けた検討 

市，市民，事

業者 

こどもたちの多様な体験

活動の促進 

（１２３別掲） 

・青少年育成団体等の活動支援 

・少年自然の家における体験活動の充実 

市，市民，関

係団体 等 

家庭，地域の教育力の向

上支援 

（１２３別掲） 

・家庭教育講演会，家庭教育学級等の開催 

・訪問型家庭教育支援事業の推進 

・地域人材を活用した地域の教育力向上支援 

市，市民 

こどもの通学時の安全対

策の充実 

（３４１別掲） 

・通学路安全点検，キッズゾーン，スクールゾーン， 

ゾーン 30プラスの安全対策の推進 

・スクールガードによる見守り活動の促進 

市，関係団

体，関係機

関 等 
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経済的な困難を抱える家

庭，こどもの支援 

・就学援助制度による支援 

・母子・父子自立支援プログラムによる経済的自立

の支援 

・高等職業訓練促進給付金等の給付 

市 

こどもの学習・生活支援の

充実 

（３２４別掲） 

・無料学習会・生活支援の充実 市 

児童虐待防止対策の推進 ・要保護児童及びＤＶ対策地域協議会の運営充実 

・こども家庭センターの設置 

・子育て世帯訪問支援事業の推進 

・オレンジリボンキャンペーンの推進 

市，関係機

関 等 

ヤングケアラー支援の推進 ・こどもが相談できるオンライン相談窓口の開設 

・早期発見・支援に向けた意識啓発 

市，関係機

関 等 

DV被害防止対策の推進 

（413別掲） 

・オンライン相談窓口の開設 

・DV防止に向けた若年層等への啓発 

・パープルリボンキャンペーンの推進 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

通学路における歩道整備

等の推進 

（３４１別掲） 

・通学路交通安全プログラムに基づく対策の推進 

・キッズゾーン，スクールゾーン，ゾーン 30プラス

の整備等 

・歩道整備等  5,000ｍ 

市 

交通安全施設の整備 

（３４１別掲） 

・ガードレール 1,800m 

・カーブミラー  450基 

・街路灯       35基 

市 

 

［関連個別計画］ 

 ・ＤＶ対策基本計画  
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 １－２ 未来をリードするこどもたちの育成 

１－２－１ 一人一人の個性を伸ばす教育の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  こどもたちの夢の実現を応援する教育を受けられるまち 

 （重点的な取組） 

  ・水戸スタイル教育の推進 

  ・相談・支援体制の充実 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

こどもの教育内容や教育施

設が充実していると感じる

市民の割合 

26.1％ 

 

50％ 

 

55％ 

 

全国学力・学習状況調査平

均正答率（小６，中３） 

(小６)国語 -0.6 

算数 -3.2 

(中３)国語 +1.0 

数学 -1.4 

全国平均 +0.5 全国平均 +1.0 

英検３級相当以上の生徒割

合（中３卒業時） 

59.9％ 70％ 70％ 

いじめ解消率（フォローアッ

プ値） 

100％ 100％ 100％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

水戸スタイルの教育の推

進 

 市 

（チャレンジプラン） 「確かな学びと学習意欲を高める教育の推進」 

・学力向上サポーターを活用した個に応じた学習指

導の実施 

・教育ＤＸの推進（デジタル技術を活用した学びの診

断，教育データを活用した学習の個別最適化等） 

・大学と連携した児童生徒への質の高い学びの提供 

 

（グローバルプラン） 「世界で活躍できる資質を磨く教育の推進」 

・ＳＴＥＡＭ教育の実践 

・情報を活用できる能力の育成，ＡＥＴを活用した英

語力の向上 

・こどもたちのＳＤＧｓ理解教育の推進 

・高校・大学と連携した次世代リーダーの育成 
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（キャリアプラン） 「郷土を愛し，豊かな感性を磨く教育の推進」 

・日本遺産等を活用した郷土への理解を深める教育

の充実 

・水戸芸術館等と連携した芸術教育の推進 

・自然教室，職場体験等の体験学習の充実 

（ふれあいプラン） 「いのちや人権を大切にする教育の推進」 

・いじめの未然防止，早期発見，早期対応の取組の

推進 

・心のバリアフリー教育の推進 

不登校支援・教育相談体制

の充実 

・スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカ

ー等による早期支援体制の充実 

・「うめの香ひろば」，校内フリースクールによる支援 

・民間施設等と連携した支援 

市，関係機

関 

一人一人の教育的ニーズ

を踏まえた特別支援教育

の充実 

・特別支援教育支援員による支援の充実 

・特別支援教育専門員による指導，助言の充実 

・学校における医療的ケア児への対応の充実 

市 

学校保健の充実 ・健康診断等の実施 

・歯科保健の推進 

市 

健やかな体づくりの推進 ・体力アップ推進プランに基づく取組の推進 市 

水戸産品を取り入れた魅

力的な学校給食の推進 

・学校給食を通した食育の充実 

・地場農産物等を活用した特色ある学校給食の提供 

・食物アレルギーへの適切な対応 

市 

学校図書館の充実 ・図書館支援員による学校図書館の環境整備 市 

教職員の資質能力の向上 ・教職員研修の充実 市 

地域スポーツ・文化クラブ

活動の推進 

・部活動の段階的な地域移行の推進 

・地域スポーツ，クラブ活動の活性化 

市 

地域との協働による魅力

ある学校づくり 

（４１２別掲） 

・コミュニティスクールの推進 

・スクールガード，スクールボランティア活動の促進 

・地域学校協働活動の推進 

市，市民，関

係団体 等 

質の高い幼児教育・保育の

推進 

・幼稚園・保育所共通教育・保育カリキュラムの推進 

・小学校接続のためのアプローチスタートカリキュラ

ムの推進 

市，事業者 

［関連個別計画］ 

・学校教育情報化推進計画 

・学校給食基本計画 
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１－２－２ 快適な学習環境の整備 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  安全・安心かつ快適に学習に取り組める環境の構築 

（重点的な取組） 

  ・学校施設の長寿命化改良 

  ・屋内運動場への空調設備設置 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

学校施設の長寿命化改良実

施済数 

（校舎）      ５校 

（屋内運動場）３校 

（校舎）      ９校 

（屋内運動場）４校 

（校舎）    15校 

（屋内運動場）８校 

屋内運動場への空調設備設置 
未実施 

全校 

※他事業実施中を除く
全校 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

学校施設長寿命化改良事

業 

・（校舎）       完了４校 

・（屋内運動場） 完了１校 

市 

学校施設緊急安全対策事

業 

・学習環境改善整備 

・防水改修等の予防保全型改修 

市 

学校施設のバリアフリー化

の推進 

・屋内運動場への多機能トイレの整備 ５校 市 

屋内運動場への空調設備

設置 

・空調設備の全校設置完了 ※他事業実施中を除く 市 

学校施設の増改築 ・酒門小学校，第四中学校の増築完了 

・飯富小・中学校の整備着手 

市 
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１－２－３ 若者が主役になれる活動・社会参加の促進 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  若者が健やかに成長でき，様々な経験を積むことができるまち 

（重点的な取組） 

  ・多様な体験機会の提供 

  ・ボランティア活動等への参加促進 

  ・青少年の非行防止 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

少年自然の家の利用者数 14,000人 

※26,319人 

30,000人 30,000人 

※の数値は参考値（令和元年度） 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

青少年・若者のボランティ

ア活動の促進 

・水戸市サブリーダーズ会の活動充実 

・高校生ボランティア活動の促進 

市，市民 

みとの若者が活躍したく

なる仕組みづくり 

・活動できる場の情報発信や市民サークル組織等の

交流促進 

・地域プレイヤーとの交流機会の創出 

市，市民，関

係団体 等 

こどもたちの多様な体験

活動の促進 

（１１３別掲） 

・青少年育成団体等の活動支援 

・少年自然の家における体験活動の充実 

市，市民，関

係団体 等 

青少年の非行防止に向け

た取組の推進 

・青少年相談員等との連携による非行防止活動の推

進 

・青少年の健全育成に協力する店の登録促進 

市，市民，関

係団体 等 

家庭，地域の教育力の向

上支援 

（１１３別掲） 

・家庭教育講演会，家庭教育学級等の開催 

・訪問型家庭教育支援事業の推進 

・地域の多様な人材と連携した教育力向上支援 

市，市民 
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大綱２ 多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」 

２－１ 地域経済をけん引する活力づくり 

２－１－１ 誰もが生き生きと働ける環境づくり 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

 若い世代をはじめ誰もが活躍できるまち 

（重点的な取組） 

・創業・スタートアップの支援 

・企業誘致の推進 

・魅力ある市内企業のＰＲ 

・若い世代の地域雇用の推進，移住の促進 

・柔軟な働き方ができる環境づくり 

・誰もが安心して働ける環境づくり 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

創業比率（既存事業所に対す

る新規事業所の割合） 

５.６% 

（H26～28年） 

７％ ７％ 

事業所数 13,824事業所 

（Ｒ３年度） 

14,500事業所 15,000事業所 

事業所の従業者数 144,527人 

（Ｒ３年度） 

145,600人 146,300人 

移住相談件数（年間） 71件 110件 160件 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

切れ目のない創業・スター

トアップ支援 

・若い世代の創業機運の醸成 

・創業支援塾の充実 

・創業に関する総合情報の効果的な発信 

・創業後のフォローアップ 

・ワグテイルの創業支援拠点としての機能強化 

市，関係機

関，事業者 

企業が立地しやすい環境

づくり 

・企業誘致コーディネーターによるきめ細かな支援， 

誘致体制の強化 

・立地に係る優遇制度の拡充 

・企業の地方移転・サテライトオフィス立地の促進 

・新たな誘致先用地の確保 

市 
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魅力ある働く場のＰＲ ・企業ガイドや就職面接会による魅力的な企業の情

報発信 

・インターンシップ受入体制整備の支援 

・採用力向上セミナーの実施 

市，事業者 

若い世代の移住促進 

（３４５別掲） 

・移住特設サイト，移住フェアを活用したＰＲ 

・合同企業説明会の開催 

・東京圏からの移住者に対する支援金の交付 

・地域おこし協力隊の活用 

市，関係機

関 ，構成９

市町村，事

業者 

若い世代のみとリターンの

促進強化 

・若い世代に特化したプラットフォームの構築 

・高校生，大学生等との連携による情報発信 

市 

誰もが働きやすい環境づ

くり 

・ワーク・ライフ・バランスの推進 

・テレワーク導入の支援 

・シニア世代，障害者等の就労支援 

・市勤労者福祉サービスセンターによる福利厚生事

業の充実 

市，事業者，

関係機関 

子育て世帯が安心して働

ける環境づくり 

（１１３別掲） 

・セミナー等の開催による育児休業取得の推進 

・くるみん認定制度の取得促進 

市，事業者 

性別にかかわらず活躍で

きる就業環境づくり 

（４１３別掲） 

・性別にかかわらずワーク・ライフ・バランスを大切に

できる環境づくり 

・女性の就業支援及びキャリアアップ講座の実施 

・市民，事業者に向けたセミナー等の開催 

市，関係機

関，関係団

体 

仕事と介護を両立できる

環境づくり 

（３２２，３２４別掲） 

・介護サービス等の利用促進 

・介護者に対する情報発信 

・事業者に対する介護離職防止に向けた取組の普

及・啓発 

市，事業者 

２－１－２ 地元企業が成長するまちづくり 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

地域経済の中核を担う地元企業が成長するまち 

（重点的な取組） 

・経営基盤強化の支援 

・生産性向上のための設備投資，販路拡大等の支援 

・デジタル化や脱炭素化など，変化する社会経済情勢への対応に向けた取組の支援 

・地域特性や強みを生かした商店街の活性化に向けた取組の支援 

・公設地方卸売市場等の地域産業系拠点の更なる機能強化 
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［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

市内総生産 1,305,105 

百万円（Ｒ元年度） 

1,405,100 

百万円 

1,574,800

 百万円 

市内小売業の販売額 379,015 

百万円（Ｒ２年度） 

401,800 

百万円 

409,800 

百万円 

市内製造品出荷額 126,472 

百万円（Ｒ２年度） 

137,900 

百万円 

142,000 

百万円 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

中小企業の成長支援 ・産業活性化コーディネーターを活用した中小企業・

小規模企業の経営革新，経営基盤強化の支援 

・円滑な事業承継の支援 

・ＤＸ，ＧＸを推進するための設備・機器の導入支援 

・先進的なＤＸ等の取組を行う企業認定制度の創設 

市，事業者 

商店街活性化の支援 ・商店街団体のデジタル技術を活用した販売促進事

業・イベント等の支援 

関係団体 

デジタル化による地域経

済好循環の推進 

・キャッシュレス決済や電子商店街の導入支援 

・地域経済好循環を推進するための地域通貨等の導

入 

市，関係団

体，事業者 

ものづくり産業振興施策

の推進 

・産業活性化コーディネーターを活用した販路拡大

や新製品開発の支援 

・優れた工場に対する認定制度の推進 

市，事業者 

新たなビジネスモデルの

創出 

・産・学・官連携による新たなアイデアの創出 

・ビジネスマッチング会の誘致 

・経済社会の変化に対応した事業転換の支援 

市，事業者，

関係機関 

地域産業系拠点の機能強

化・集積促進 

（２３１別掲） 

・企業の集積の促進 

・新たな産業用地の確保 

市 

公設地方卸売市場の活性

化 

・機能強化・再整備による効率的・効果的な市場運営 

・市場協力会との連携強化による朝市や感謝市等の

充実 

・市場見学会の充実 

市，事業者 
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［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

公設地方卸売市場の機能

強化・再整備 

・場内施設・設備の長寿命化改良，機能強化 

・集出荷施設及び駐車場の整備 

・脱炭素化に向けた施設整備の推進 

市 

 

［関連個別計画］ 

・（仮称）中小企業・小規模企業振興計画 

 

 

２－１－３ 安心な食を支える農業の振興 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

 農業が持続的に発展し安心で良質な農産物を安定供給できるまち 

（重点的な取組） 

・農業を支える多様な担い手の確保・育成 

・農地の集積化・集約化 

・農業経営の安定化 

・農産物ブランド化の推進 

・スマート農業導入の促進 

・農業生産基盤の整備 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

青年等の新規就農者数（年

間） 

10人 10人 10人 

認定農業者数 290経営体 320経営体 350経営体 

担い手への農地集積率 26.8% 52% 60% 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

多様な担い手の確保・育成 ・新規就農者・認定農業者の確保，育成 

・農業経営継承の支援 

・地域おこし協力隊制度の活用 

・農業経営の法人化の推進 

・半農半Ｘ・農業体験等の推進 

市，関係機

関 

優良農地の維持・保全 ・農業振興地域における農用地の適正管理 

・不作付地の利用促進 

市 
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農地集積・集約化の推進 ・認定農業者への農地集積による経営の効率化 

・地域計画（人・農地プラン）に基づく取組の推進 

市，事業者 

水田農業経営の安定化 ・農業基盤整備による効率的な水田農業の推進 

・麦，大豆，飼料用稲等の転作作物生産の促進 

・福米粉プロジェクトの推進による米の消費拡大 

市，事業者 

地産地消の推進 ・水戸美味登録店の拡大 

・学校給食における地場農産物の積極的な活用 

市，事業者 

農産物のブランド化の推

進と販路拡大 

・水戸の梅産地づくりの推進 

・「ふくゆい」や「水戸の柔甘ねぎ」等の PR 強化とマ

ッチングの推進による販路拡大 

・果樹産地の振興 

・付加価値向上の推進 

・農産物のブランド力の強化 

市 ，構成９

市町村，事

業者 

農福連携によるわら納豆

の未来への継承 

・福藁プロジェクトの推進によるわら苞の安定供給 

・わら納豆の販売促進 

市，事業者 

スマート農業の推進 ・スマート農業技術の導入促進 

・先進的な技術を農業に活用できる人材の育成 

市 ，構成９

市町村，事

業者 

環境にやさしい農業の推

進 

・環境保全型農業の推進 

・耕畜連携による環境保全の推進 

・有機 JAS認証取得の推進 

市，事業者 

農村環境の保全管理・コミ

ュニティ活性化の支援 

・ふるさと多面的機能推進事業 市，事業者 

有害鳥獣等による農作物

の被害防止対策の推進 

・捕獲の支援 

・電気防護柵設置の支援 

市，関係団

体 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

農業用機械・施設の整備支

援 

・効率的な農業経営に向けた農業用機械・施設の整

備支援 

・スマート農業用機械・施設の整備支援 

市，事業者 

農業生産基盤の整備 ・那珂川沿岸農業水利事業 

・国営緊急農地再編整備事業 

・県営畑地帯総合整備事業 藤井地区 

・県営経営体育成基盤整備事業 柳河中部地区，下

国井地区 

・ため池整備 ３か所 

・排水路整備 

市，関係機

関 

 

［関連個別計画］ 

・農業基本計画（第５次）  
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２－２ 水戸らしさを生かしたにぎわいの創出 

２－２－１ まちなかの活性化 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

集積する都市機能や資源を生かしたにぎわいあるまちなか 

 （重点的な取組） 

・民官連携によるにぎわいの創出 

・交流拠点を核としたにぎわいの創出 

・事業所等の立地の促進 

・子育て世帯等が暮らしやすいまちなかの形成 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

まちなか交流人口 180,454人 

（Ｒ３年度） 

※371,979人 

100万人 110万人 

居住人口 7,029人 8,250人 9,000人 

事業所の新規開業数（年間） ８事業所 13事業所 13事業所 

※の数値は参考値（令和元年度） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

利便性の高いまちなかづ

くり 

（２３１別掲） 

・まちなかエリアマネジメントの推進 

・歩きたくなるまちづくりの推進 

市，市民，事

業者 等 

民官連携によるまちなか

のにぎわいづくり 

・水戸まちなかフェスティバルのリニューアル開催 

・まちなか・スポーツ・にぎわい広場を活用したイベ

ントの開催，支援 

 

市，事業者 

中心市街地活性化協議会・

民間まちづくり団体と連

携した事業の推進 

・中心市街地活性化協議会や民間まちづくり団体が

実施する活性化事業の支援 

・空き店舗ツアーの充実 

 

市，関係団

体，事業者  

まちづくりの新たなプレイ

ヤーの発掘・支援 

・若いプレイヤーの活動支援 市，関係団

体 

中心市街地商店街活性化

の支援 

・商店街団体のデジタル技術を活用した販売促進事

業・イベント等の支援 

 

事業者 
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MitoriO を中心とした新

たなにぎわいづくり 

（２２3，415別掲） 

・水戸市民会館の運営充実 

・水戸芸術館の運営充実 

・水戸芸術館と水戸市民会館の連携による芸術文化

の創造・発信 

・３施設合同でのイベント開催 

・周辺の商店街等と連携したにぎわいづくり 

市，関係機

関，事業者 

水戸市民会館におけるコ

ンベンション誘致 

（２２２別掲） 

・著名アーティストの公演や大規模イベントの誘致 

・各種団体による学会等の大規模コンベンションの

誘致 

市，関係機

関，関係団

体 

弘道館・水戸城跡周辺の更

なる魅力づくり 

（２２２，２２３別掲） 

・民官連携による年間を通したにぎわいづくり 

・朝型・夜型イベントの充実 

・水戸ならではの歴史的景観の形成促進 

市，市民，事

業者 等 

交流拠点と連携した回遊

性の強化 

・偕楽園，千波湖，アダストリアみとアリーナ等と連携

した回遊性を高める仕掛けづくりの推進 

市，事業者 

公共交通機関の利用促進 

（２３２別掲） 

・路線バスの乗り方教室の開催 

・バスマップの作成・配布 

・MaaＳの活用による利用促進 

市，事業者 

シェアサイクル事業の充実

（２３２別掲） 

・自転車の配置の拡大，サイクルポートの増設 市 

店舗・事務所等の開設支援 ・空き店舗等を活用した新規開設に対する支援 市，事業者 

まちなかにおける子育て

環境の充実 

・子育て世帯まちなか住みかえの促進 

・わんぱーく・みとの運営充実 

・市民センター子育て広場等の運営充実 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

都市核の機能強化 

（２３１別掲） 

・水戸駅前三の丸地区第一種市街地再開発事業 

・優良建築物等整備事業（泉町１丁目広小路地区） 

・水戸駅北口駅前広場の整備 

・道路整備の推進 

・五軒町地下駐車場の長寿命化改修 

市，事業者 

 

［関連個別計画］ 

 ・第２期中心市街地活性化基本計画 
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２－２－２ 多くの人が訪れたくなるまちづくり 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

水戸ならではの魅力を感じられ観光客にも選ばれるまち 

 

 （重点的な取組） 

・データやニーズを的確に捉えた戦略的な観光施策の展開 

・水戸ならではの観光資源の魅力向上 

・コンベンション等の誘致の強化 

・インバウンド観光の推進 

・受入体制の強化 

・効果的な情報発信 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

宿泊者数（年間） 41.6万人 

（Ｒ３年） 

※61.8万人 

56万人 

（Ｒ10年） 

66万人 

（Ｒ15年） 

外国人宿泊者数（年間） 3,435人 

（Ｒ３年） 

※41,987人 

37,000人 

（Ｒ10年） 

57,000人 

（Ｒ15年） 

観光消費額（年間） 88億円 

（Ｒ２年） 

※159億円 

200億円 

（Ｒ10年） 

270億円 

（Ｒ15年） 

※の数値は参考値（令和元年） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

データを活用した観光施

策の充実 

・人流データ等の解析による効果的な観光施策の立

案 

 

市 

偕楽園・千波湖周辺の更な

る魅力づくり 

（２２３別掲） 

・民間活力を活用した魅力的な空間演出 

・梅まつりをはじめ年間を通した民官連携イベントの

充実 

・朝型・夜型イベントの充実 

・新たなアクティビティの提供 

・水戸ならではの景観の形成（偕楽園・千波湖周辺地

区） 

 

市，市民，事

業者 等 
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天下の魁・水戸にふさわし

い歴史まちづくり 

（２２３別掲） 

・世界遺産登録に向けた取組 

・日本遺産を生かしたブランド力の向上 

・歴史的建造物を活用した魅力づくり 

市，市民 

弘道館・水戸城跡周辺の更

なる魅力づくり 

（２２１，２２３別掲） 

・民官連携による年間を通したにぎわいづくり 

・朝型・夜型イベントの充実 

・水戸ならではの歴史的景観の形成促進 

市，市民，事

業者 等 

ターゲットを明確にした戦

略的なイベント等の展開 

・バラエティに富んだイベントの開催 

・若い世代を呼び込めるイベントの開催 

・各種まつりの充実 

市，関係機

関 

宿泊型・滞在型観光の推進 ・ナイトツーリズムの推進 

・観光施設間の回遊性の強化 

市，事業者 

ガーデンツーリズムの推進 ・植物公園を中心とした回遊型観光の推進 

・いばらきガーデン＆オーチャードツーリズムと連携

した取組の推進 

市 

広域連携による魅力ある

観光圏の形成 

・広域周遊観光の推進 

・茨城空港，茨城港を玄関口とした誘客促進 

・都市間ネットワークを活用した魅力の発信 

市 ，構成９

市町村，事

業者 等 

体験・交流型観光の充実 ・体験プログラムの高付加価値化 市，事業者 

観光特産品の魅力向上に

よる観光消費の促進 

・土産品セレクションの創設等による観光土産品の

魅力向上 

・物産展等の開催 

・民官連携による新たな観光特産品の開発 

市，関係機

関，事業者 

コンベンション等の誘致推

進と開催支援 

・コンベンションをはじめMICE誘致の推進 

・コンベンション開催支援の充実 

・水戸ならではのアフターコンベンションの支援 

市，関係機

関 

水戸市民会館におけるコ

ンベンション誘致 

（２２１別掲） 

・著名アーティストの公演や大規模イベントの誘致 

・各種団体による学会等の大規模コンベンションの

誘致 

市，関係機

関，関係団

体 

大規模スポーツ大会やプ

ロスポーツ等の大会の開

催・誘致 

・関係団体との連携による全国・国際規模の大規模

な大会等の開催・誘致 

・スポーツコンベンションの誘致に向けた環境整備 

市，関係機

関，関係団

体 

インバウンド観光の推進 ・ＳＮＳ等の活用によるターゲットを絞った戦略的プ

ロモーションの展開 

・多言語対応の強化による受入体制の充実 

市，関係機

関，事業者 

観光客にやさしい受入体

制の充実 

・民間活力の活用による観光ボランティアの強化 

・優良タクシー乗務員認定事業の推進 

・観光案内所の機能強化 

市，関係機

関，市民 等 

水戸ならではの資源を活

用した戦略的観光ＰＲ 

・歴史的資源，納豆や水府提灯等の特産品を活用し

たブランディング 

・多様な手法を用いた効果的な情報発信 

市 
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時代の変化に対応したシ

ティプロモーションの推進 

・ＳＮＳや動画配信サービスを活用した情報発信 

・イベント情報集約サイトの運営 

・水戸の魅力を発信する特設サイトの開設 

市 

みとアンバサダーによる魅

力の発信 

・みとアンバサダーの認定 

・みとアンバサダーによる国内外への情報発信 

・みとの魅力宣伝部長等によるイベントの誘致 

市，市民 

フィルムコミッションの充

実 

・ニーズに対応した撮影支援 

・ロケ地ツアーの誘致 

市 

 

【関連個別計画】 

・観光基本計画（第４次） 

 

 

２－２－３ 水戸のまちを楽しめる交流拠点づくり 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

水戸ならではの様々な資源の魅力を高め，こどもや若い世代をはじめ誰もが楽しめるまち 

 （重点的な取組） 

・偕楽園・千波湖や各公園など，自然に親しみ安らげる環境づくり 

・歴史を感じられるまちなみを活用した魅力づくり 

・質の高い芸術を身近に感じられるとともに，市民が主体的に芸術活動に取り組むことが

できる環境づくり 

・プロスポーツチームと連携したみるスポーツの充実，市民スポーツの推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

にぎわい交流人口 

2,615,965人 

（R3年度） 

※5,415,336人 

600万人 650万人 

 ※の数値は参考値（令和元年度） 
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［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

楽しめる交流拠点づくり 

【自然】 

偕楽園・千波湖周辺の更な

る魅力づくり 

（２２２別掲） 

・民間活力を活用した魅力的な空間演出 

・梅まつりをはじめ年間を通した民官連携イベントの

充実 

・朝型・夜型イベントの充実 

・新たなアクティビティの提供 

・水戸ならではの景観の形成（偕楽園・千波湖周辺地

区） 

市，市民，事

業者 等 

民間活力等を活用した楽

しめる公園づくり 

（３４４別掲） 

・若者による魅力発信，フォトスポットづくり 

・事業者と連携した楽しめる公園づくり 

市，市民，事

業者 等 

パークＰＦＩを活用した魅力

的な公園づくり 

（３４４別掲） 

・大規模公園における民間事業者と連携したにぎわ

いづくりの推進 

市，事業者 

ロマンチックゾーンの更な

る魅力づくり 

（３４４別掲） 

・あじさいまつりの充実 

・近隣学校等と連携した若者を呼び込む取組の推進 

市，市民， 

事業者 等 

植物公園の更なる魅力づ

くり 

（３４４別掲） 

・戦略的な魅力づくり 

・特色ある展示，体験機会の提供 

市 

森林公園周辺における体

験プログラムの充実 

（３４４別掲） 

・果物収穫や野菜作り等の農業体験の実施 

・植樹祭等の森林環境教育の実施 

・トレイルランニング等の自然環境を生かしたイベン

トの実施 

市，市民， 

事業者 等 

【歴史・文化】 

天下の魁・水戸にふさわし

い歴史まちづくり 

（２２２別掲） 

・世界遺産登録に向けた取組 

・日本遺産を生かしたブランド力の向上 

・歴史的建造物を活用した魅力づくり 

 

市，市民 

弘道館・水戸城跡周辺の更

なる魅力づくり 

（２２１，２２２別掲） 

・民官連携による年間を通したにぎわいづくり 

・朝型・夜型イベントの充実 

・水戸ならではの歴史的景観の形成促進 

 

市，市民，事

業者 等 

MitoriO を中心とした新

たなにぎわいづくり 

（２２１，415別掲） 

・周辺の商店街等と連携したにぎわいづくり 

・水戸市民会館の運営充実 

・水戸芸術館の運営充実 

・水戸芸術館と水戸市民会館の連携による芸術文化

の創造・発信 

市，関係機

関，事業者 
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博物館等の魅力づくり 

（416別掲） 

・特色ある展示の充実 

・デジタルアーカイブの構築 

・埋蔵文化財センター（大串貝塚ふれあい公園）での

体験教室の充実 

市 

【スポーツ・健康】 

スポーツ文化の振興に向

けた取組の推進 

（416別掲） 

・スポーツ・健康フェスティバルの開催 

・民間企業等との連携によるスポーツ交流事業の開

催 

市，関係機

関，関係団

体 

プロスポーツチームを通し

た地域の活性化 

（416別掲） 

・プロスポーツチームによるスポーツ教室の実施 

・MITO BLUE PRIDEの実施 

・いばらき県央地域スポーツフェスティバルの開催 

市，関係団

体 

水戸黄門漫遊マラソンの

開催 

（416別掲） 

・日本陸上競技連盟公認フルマラソン大会の開催 市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

楽しめる交流拠点づくり 

【自然】 

偕楽園公園（千波湖等）の

整備 

（３４４別掲） 

・園路，広場等の整備 市 

植物公園の再整備 

（３４４別掲） 

・植物公園の第２期リニューアル完了 市 

森林公園の再整備 

（３４４別掲） 

・新たな森林公園再整備プログラムの策定 

・既存施設等の一体的な整備 

市 

公園リノベーションの推進 

（３４４別掲） 

・既存施設のリノベーション（大塚池公園，七ツ洞公

園，保和苑） 

市 

【スポーツ・健康】 

（仮称）東部公園の整備 

（416別掲） 

・サッカー場供用開始 ２面 

 

市 

 

［関連計画］ 

 ・偕楽園公園（千波公園等）整備基本計画 

 ・歴史的風致維持向上計画 

 ・文化財保存活用地域計画 
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２－３ 都市の活力とにぎわいを支える基盤の強化 

２－３－１ 水戸らしいコンパクトな都市構造の構築 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  都市核を中心とするコンパクトシティの構築 

 （重点的な取組） 

  ・都市核への都市中枢機能の集積 

  ・地域生活拠点，地域産業系拠点等との機能連携の強化 

  ・都市の骨格をなす国・県道，都市計画道路の整備 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

都市核の人口集積率 6.4％ ７.0％ 7.5％ 

身近な生活環境について利

便性が高いと感じている市

民の割合 

赤塚駅周辺地区42.5% 

内原駅周辺地区34.4% 

下 市 地 区35.2% 

50％ 60％ 

都市計画道路（市施行分）の

整備率 
55.1％ 58％ 60％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

利便性の高いまちなかづ

くり 

（２２１別掲） 

・まちなかエリアマネジメントの推進 

・歩きたくなるまちづくりの推進 

市，市民，事

業者 等 

地域生活拠点の機能充実 

 

・赤塚駅周辺，内原駅周辺，下市地区の地域生活拠

点における暮らしやすい環境づくり 

市 

地域産業系拠点の機能強

化・集積促進 

（２１２別掲） 

・企業の集積の促進 

・新たな産業用地の確保 

市， 

事業者 

バリアフリー・ユニバーサ

ルデザインの推進 

（321別掲） 

・バリアフリーマップ作成アプリの活用促進 

・合理的配慮の提供に対する補助 

市，市民，事

業者 

国・県道の整備促進 ・国・県道の早期整備の促進 

・東関東自動車道水戸線の早期整備の促進 

国，県 

効率的・効果的な道路整備

の推進 

・都市基盤等の変化を踏まえた都市計画道路網再編

の検討 

市 

市街化区域の宅地開発の

適正な誘導 

・市街化区域の土地利用，宅地開発の適正な誘導 

・市街化調整区域における適切な立地規制 

市，事業者 
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［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

都市核の機能強化 

（２２１別掲） 

・水戸駅前三の丸地区第一種市街地再開発事業 

・優良建築物等整備事業（泉町１丁目広小路地区） 

・水戸駅北口駅前広場の整備 

・道路整備の推進 

・五軒町地下駐車場の長寿命化改修 

市，事業者 

赤塚駅周辺の機能強化 ・赤塚駅自由通路の長寿命計画策定 

・赤塚駅北口駐車場の長寿命化改修 

市 

内原駅周辺の機能強化 

 

・内原駅南口広場の整備 市 

都市計画道路の整備 ・都市計画道路中大野中河内線等の整備 

 ３路線６工区（別表参照） 

市 

 

別表 都市計画道路整備計画 

完了時期 路線名 工区名 備考 

期間内完了 
３・３・２ 中大野中河内線 大野工区 市施工分（用地取得）の完了 

３・４・５ 偕楽園公園上水戸線 ２工区  

期間外継続 

３・３・２ 中大野中河内線 松が丘工区  

〃 見川東工区  

〃 谷田工区  

３・３・３０ 赤塚駅水府橋線 堀２工区  

 

［関連個別計画］ 

 ・都市計画マスタープラン 

 ・立地適正化計画 

 ・景観計画 

 ・バリアフリー基本構想 
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２－３－２ 公共交通・自転車に乗りたくなるまちづくり 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  安心して移動，外出できる環境の構築 

 （重点的な取組） 

  ・利用しやすいバス路線の構築 

  ・デジタル技術の活用 

  ・シェアサイクル事業の充実 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

市内を運行する路線バスの

利用者数（１日あたり） 

19,489人 

（R3年度） 

22,000人 

 

24,000人 

 

公共交通機関が充実してい

ると感じる市民の割合 

32.3% ― 40％ 

シェアサイクル利用数（年間） ― 9,600回 12,500回 

自転車事故発生件数（年間） 80件 40件 ゼロ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

公共交通機関の利用促進 

（２２１別掲） 

・路線バスの乗り方教室の開催 

・バスマップの作成・配布 

・MaaＳの活用による利用促進 

市，事業者 

利用しやすいバス路線の

構築 

・バス路線の再編 

・学官連携による路線バスネットワークの検討 

市，事業者 

公共交通におけるデジタ

ル技術の活用に向けた取

組の推進 

・キャッシュレス決済の導入支援 

・新たなデジタル技術の活用に向けた調査・研究 

・MaaＳの更なる活用に向けた調査・研究 

市，事業者 

公共交通を活用したゼロ

カーボンの推進 

・エコ通勤チャレンジウィークの充実 市，市民，事

業者 

公共交通空白地区等にお

ける移動支援 

・水都タクシーの運行の継続 

 

市 

広域公共交通ネットワーク

の充実 

・広域路線バスの維持・確保 

・大洗鹿島線の設備等の整備に対する支援 

・鉄道・空港の利用促進に向けた情報の提供 

市，事業者 

自転車利用者への安全教

育の充実 

・児童向け自転車教室，サイクリング校外学習の実施 

・市民との連携による通行指導の体制強化 

市 

ジテツウの促進 ・事業者との連携による自転車通勤の推進 市，事業者 

シェアサイクル事業の充実 

（２２１別掲） 

・自転車の配置の拡大，サイクルポートの増設 市 
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サイクルイベントの開催 ・イベントの実施 

・イベント等の開催に対する補助 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

安全で快適な自転車利用

環境の形成 

自転車通行空間の整備 

 

市，関係機

関 

バス・タクシーのバリアフリ

ー化の促進 

・ノンステップバス，ユニバーサルデザインタクシー

の導入支援 

市，事業者 

公共交通におけるゼロカ

ーボンの推進 

（４２１別掲） 

・ＥＶバス，タクシーの導入支援 市，市民，事

業者 

 

［関連個別計画］ 

・（仮称）地域公共交通基本計画 

・地域公共交通利便増進計画 

・自転車活用推進計画 
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大綱３ 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」 

３－１ 健やかに暮らせる環境づくり 

３－１－１ 市民一人一人の健康づくりの推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  市民が生涯を通して生き生きと健やかに暮らすことができるまち 

 （重点的な取組） 

  ・日頃からの健康づくり 

  ・若い世代の食育の推進 

  ・各種健康診査等の受診率の向上 

  ・生活習慣病の予防と重症化予防 

・歯科保健の充実 

  ・こころの健康づくり 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

適正体重（BMI18.5 以上

25 未満）を維持している市

民の割合 

65.4％ 

（H27年度） 

68％ 70％ 

 

がん検診を受診している市

民の割合 

21.8% 

（H27年度） 

40% 

 

60% 

自殺死亡率（人口 10万人当

たりの自殺者数） 

21.8 

（Ｒ４年） 

12.5 

（R10年） 

11.2 

（R15年） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

健康都市づくりの推進 ・健康都市宣言の取組の推進 

・健康意識の醸成 

・健康づくりに関する情報の発信 

市  ，市民，

関 係 団 体 

等 

日頃からの健康づくりの

推進 

・日頃からの運動習慣づくりの推進 

・生きがいづくりの推進 

・企業，大学等との連携による健康づくりの推進 

・地域保健活動の推進 

・みとちゃん健康マイレージ事業の推進 

・受動喫煙防止対策の推進 

市，市民，関

係機関 等 

デジタルを活用した健康

づくり 

・民間企業等との連携による社会実験の実施 

・パーソナルヘルスレコード（PHR）を活用した健康

づくり施策の研究 

市，構成 9

市町村，事

業者 等 
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高齢者の健康づくりの充

実 

（３２２別掲） 

・シルバーリハビリ体操教室等の運営支援 

・専門職による教室，保健指導の実施 

・スマートフォン等を活用した取組の推進 

・大学との連携によるフレイル予防等の啓発 

市，市民，関

係機関 

食育の推進 ・健康的な食生活の推進 

・乳幼児からの食を通じた健康づくり 

・学校における食育の充実 

・若い世代に対する食育の充実 

市，関係団

体 

特定健康診査・特定保健指

導の推進 

（３２４別掲） 

・関係団体との連携による受診勧奨 

・受診しやすい環境の整備 

・専門職による特定保健指導の充実 

市，関係団

体 

生活習慣病予防等の充実 ・若い世代に対する健診の受診勧奨 

・生活習慣病予防健診の実施 

・健康相談・保健指導，生活習慣病予防教室の充実 

・市医師会等との連携による腎臓病予防対策の推進 

市，関係団

体 

がん検診等の充実 ・受診しやすい環境の整備 

・検診無料クーポン等の拡充 

・ターゲットを絞ったがん予防対策の推進 

市，関係団

体 

予防接種体制の充実 

（３１３別掲） 

・予防接種に関する知識の啓発 

・任意の予防接種に対する費用補助 

市，関係団

体 

歯科保健の充実 ・ライフステージに応じた歯科保健の推進 

・オーラルフレイル予防の推進 

市，関係団

体 

こころの健康づくり ・こころの健康相談，精神保健相談の実施 

・ひきこもり家族教室の開催 

市 

自殺対策の推進 ・相談支援の実施 

・ゲートキーパー等の人材の育成 

・ＳＮＳの活用等による相談しやすい環境づくり 

市 

 

［関連個別計画］ 

・健康増進・食育推進計画 

・歯科保健計画 

・自殺対策計画 

 

 

３－１－２ 生命と健康を守る医療環境の充実 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  将来にわたって安心して医療サービスを受けられるまち 
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 （重点的な取組） 

  ・医療提供体制の維持・確保 

  ・小児医療・周産期医療体制の確保 

  ・緊急診療体制の充実 

  ・医療人材の育成 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

総合医療対策に満足してい

る市民の割合 

36% 43.% 50% 

在宅医療を担う医療機関数 29か所 32か所 36か所 

医師修学資金貸与制度利用

者数（累計） 

６人 18人 28人 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

安定的な医療提供体制の

維持・確保 

・公的病院等への運営支援 

・地域医療構想に基づく医療機能の分化・再編 

・医療機関，薬局等への監視指導による医療安全の

確保 

市，関係機

関，関係団

体 

小児医療・周産期医療体制

の確保 

・小児・産婦人科医等の確保に向けた修学資金貸与

制度の推進 

・産婦人科医の雇用支援 

市 ，構成９

市町村，関

係団体 

緊急診療体制の充実 ・休日夜間緊急診療所の運営 

・休日夜間緊急診療所におけるオンライン診療の導

入検討 

・救急医療二次病院等への運営支援 

・災害時における医療体制の確保 

市 ，構成９

市町村，関

係機関 等 

地域包括ケアシステムの構

築 

（322別掲） 

・住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供

される地域包括ケアシステムの構築 

市，事業者，

関係団体 

在宅医療の推進 ・かかりつけ医の普及に向けた取組の推進 

・病病・病診連携の強化 

・在宅医療と介護の連携の推進 

市，関係機

関，関係団

体 

地域医療を支える人材の

育成・確保 

・修学資金貸与制度の推進 

・看護師等の養成に対する支援 

・寄附講座による地域医療人材の育成 

市 ，構成９

市町村，関

係機関 等 

救急医療の普及・啓発 

（３３３別掲） 

・応急手当活動のできるバイスタンダーの養成 

・AEDの普及・啓発 

・救急車の適正利用の啓発 

市 
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増大する救急需要への対

策強化 

（３３３別掲） 

・救急隊員の養成 

・救急業務の高度化（救急救命士の養成，ワークステ

ーション型ドクターカーシステムの運用） 

市，関係機

関 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

小児医療・周産期医療体制

の確保 

・医療機関開設等に対する補助 

小児科１件，産婦人科１件 

市，構成９

市町村 

 

 

３－１－３ 健康危機管理の強化 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  様々な健康危機から市民の安全を守ることのできる環境の構築 

 （重点的な取組） 

  ・健康危機管理対策の充実 

  ・感染症対策の強化 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

食品衛生監視指導計画に基

づく監視指導の実施 

（集計中） 100％ 100％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

健康危機管理対策の充実 ・市民自らの健康危機管理意識の啓発 

・地域，関係機関との連携体制の整備 

・実効性のある対応マニュアルの策定 

市 

感染症対策の強化 ・新興・再興感染症対策に対応できる体制の構築 

・感染症予防対策の普及・啓発 

・衛生資機材の備蓄 

・性感染症，肝炎の無料匿名検査の実施 

市，関係機

関，関係団

体 

予防接種体制の充実 

（311別掲） 

・予防接種に関する知識の啓発 

・任意の予防接種に対する費用補助 

市，関係機

関，関係団

体 

医薬品等の安全確保 ・医薬品等の監視指導 

・適正使用に係る意識啓発 

市，関係団

体 

生活衛生の確保 ・理美容所，クリーニング所等への立入検査 

・旅館，公衆浴場，興行場等への立入検査 

市 
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食の安全・安心の確保 ・食品等事業者への監視指導 

・と畜場関連検査 

・適正な衛生検査の確保 

市 

 

［関連個別計画］ 

  ・予防計画 

 

 

３－１－４ 人と動物がしあわせに暮らせるまちづくり 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  人と動物が共生するまち 

 （重点的な取組） 

  ・動物愛護の意識の普及・啓発 

  ・適正飼養の推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

犬・猫の収容頭数 200頭 170頭 145頭 

犬・猫の殺処分数 ゼロ ゼロ ゼロ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

動物愛護の意識の普及・啓

発 

・親子見学会の開催 

・小学校でのふれあい教室の実施 

市，関係団

体 

適正飼養の推進 ・狂犬病予防注射の推進 

・犬猫の適正飼養講習会，犬のしつけ方教室の実施 

・地域猫活動事業の推進 

市，市民，関

係団体 

適正譲渡の推進 ・適正譲渡に向けた犬猫の訓練の実施 

・譲渡会の実施 

市，関係団

体 
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３－２ 支えあい，助けあう社会の実現 

３－２－１ 地域の支えあい，助けあいの推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまち 

 （重点的な取組） 

  ・重層的支援体制の構築に向けた取組の推進 

  ・地域見守り・支えあいの推進 

  ・心のバリアフリーのまちづくり 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

ボランティアセンターにおけ

るボランティア登録者数 

個人 133人 

団体 102団体 

個人 160人 

団体 120団体 

個人 180人 

団体 140団体 

安心・安全見守り隊 193団体 210団体 230団体 

認知症サポーター養成者数 1,300人 7,500人 15,000人 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

地域福祉推進体制の充実 ・重層的支援体制の構築 

・地域住民，NPO 団体，事業者等との連携によるコ

ミュニティ活動の活性化 

 

市，市民，関

係団体 等 

福祉ボランティアの育成・

活動支援 

・若い世代のボランティア参加機会の拡充 

・ボランティア人材の育成 

・コーディネーターによるマッチング支援 

・災害ボランティアセンターの活動支援 

市，関係機

関  

地域見守り・支えあいの推

進 

・安心・安全見守り隊の拡充 

・民生委員等による見守り活動の推進 

 

市，市民，事

業者 等 

総合的な人権施策の推進 ・人権意識向上のための啓発活動 

・人権教育の推進 

・差別等に関する相談支援 

市，関係機

関，関係団

体 

心のバリアフリーのまちづ

くり 

・小・中学校におけるバリアフリー教育の推進 

・講演会等の開催 

・認知症サポーターの養成 

市，市民，関

係団体 

バリアフリー・ユニバーサ

ルデザインの推進 

（２３１別掲） 

・バリアフリーマップ作成アプリの活用促進 

・合理的配慮の提供に対する補助 

 

市，市民，事

業者 
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社会福祉施設等の適正な

運営の促進 

・社会福祉法人等に対する一般検査 

・障害・介護福祉サービス事業所に対する実地指導 

・有料老人ホームに対する立入調査 

市 

 

［関連個別計画］ 

・地域福祉計画 

・バリアフリー基本構想 

 

 

３－２－２ 高齢者が健康に安心して暮らせるまちづくり 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  高齢者の健康で生きがいのある暮らしの実現 

 （重点的な取組） 

  ・地域包括ケアシステムの構築 

  ・認知症施策の推進 

  ・高齢者の移動しやすい環境づくり 

  ・健康づくりの充実 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

通いの場への参加者数 

（実人数） 

3,971人 

※4,802人 

5,300人 6,500人 

健康寿命の延伸 男性 78.9歳 

女性 83.1歳 

平均寿命の増加

分を上回る健康寿

命の増加 

平均寿命の増加

分を上回る健康寿

命の増加 

認知症カフェ実施箇所数 13か所 １５か所 １７か所 

※の数値は参考値（令和元年度） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

地域包括ケアシステムの構

築 

（312別掲） 

・住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供

される地域包括ケアシステムの構築 

市，事業者，

関係団体 

介護予防・生活支援サービ

スの充実 

・住民主体による体操教室等の通いの場，生活支援

サービスの充実 

・専門職による介護予防指導の実施 

・介護予防・重度化防止に向けた取組の推進 

・生活支援体制整備事業，地域ケア会議の推進 

市，市民，関

係団体，事

業者 
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包括的支援事業の充実 ・地域包括支援センターの運営 

・地域団体等との連携強化 

 

市，関係団

体 

在宅医療・介護連携の推進 ・連携に関する相談支援の実施 

・普及・啓発の実施 

・医療機関・介護事業所等との連携による体制整備 

市，関係団

体，事業者 

仕事と介護を両立できる

環境づくり 

（２１１，３２４別掲） 

・介護サービス等の利用促進 

・介護者に対する情報発信 

・事業者に対する介護離職防止に向けた取組の普

及・啓発 

市，事業者 

在宅福祉サービスの充実 ・身体状況や生活環境に応じたきめ細かな福祉サー

ビスの充実 

・在宅見守り安心システム，認知症高齢者等おでか

けあんしん保険等の加入促進 

市，事業者 

認知症施策の推進 ・認知症チェックセミナーの実施 

・認知症カフェの開催 １５か所 

 

市，事業者 

成年後見制度の利用促進 

（３２３別掲） 

・普及・啓発，相談支援の実施 

・利用促進に向けた助成の充実 

・市民後見人の育成・支援 

市，関係機

関 

高齢者の移動しやすい環

境づくり 

・公共交通のバリアフリー化の促進 

・水都タクシーの運行継続 

・新たな移動支援施策の検討 

市，事業者 

高齢者の社会参加や生き

がいづくり 

・高齢者クラブの活動支援 

・こどもとのふれあい事業に対する補助 

・アクティブシニアが活躍しやすい環境づくり 

市 

高齢者の健康づくりの充

実 

（３１１別掲） 

・シルバーリハビリ体操教室等の運営支援 

・専門職による教室，保健指導の実施 

・スマートフォン等を活用した取組の推進 

・大学との連携によるフレイル予防等の啓発 

市，市民，関

係機関 

いきいき交流センターの

機能の充実 

・健康づくり，介護予防の充実 

・多世代交流，子育て支援事業の充実 

 

市，関係団

体 

介護保険の適正な運営の

推進 

（３２４別掲） 

・ケアプラン点検の実施 

・客観的で公正な介護認定の推進 

市，関係団

体 

介護サービスの安定的な

供給 

（３２４別掲） 

・介護職に関する PRの実施 

・介護人材確保に向けた事業者へのセミナーの実施 

市，事業者 

介護サービスの充実 

（３２４別掲） 

・居宅サービス，地域密着型サービスの充実 市，事業者 
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介護サービスの質的向上 

（３２４別掲） 

・相談員の派遣によるサービスに対するニーズの把

握 

・介護サービス事業者への情報発信 

・介護サービス事業所の適正な運営に向けた指導の

実施 

市，事業者 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

いきいき交流センターの

長寿命化改修 

実施設計 ２か所 

工事    ２か所 

市 

 

［関連個別計画］ 

・高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

 

 

３－２－３ 障害者（児）支援の充実 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

障害者が安心して自立した生活を送ることができるまち 

 （重点的な取組） 

・相談支援の充実 

・障害福祉サービス等の充実 

・障害者の収入拡大に向けた取組の推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

地域自立支援協議会におけ

る障害者の雇用促進に係る

協議の実施 

10回 10回 10回 

共同受発注センター登録事

業所の平均月額工賃 

 

20,302円 

（R3年度末） 

22,000円 23,000円 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

相談支援の充実 ・基幹相談支援センターにおける相談支援 

・関係団体との連携による人材育成 

・地域生活支援拠点等の機能の充実 

 

市，関係機

関，関係団

体 
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障害福祉サービス等の充

実 

・施設から在宅等へのニーズに応じた移行支援 

・移動支援等の実施 

・サービスに関する分かりやすい情報発信 

市，事業者 

医療的ケア児に対する支

援の推進 

・関係機関と連携した相談支援体制の充実 

・支援等に関する情報発信 

市 

難病対策の充実 ・難病患者見舞金の支給 

・関係機関と連携した相談支援 

市，関係機

関 

意思疎通支援の充実 ・意思疎通支援従事者，ボランティアの養成 

・意思疎通支援従事者の派遣 

市，市民 

成年後見制度の利用促進 

（３２２別掲） 

・普及・啓発，相談支援の実施 

・利用促進に向けた助成金の充実 

・市民後見人の育成・支援 

市，関係機

関 

障害者の雇用促進 ・ハローワーク等との連携による雇用促進 

・事業者に対する障害の理解促進に向けたセミナー

の開催 

市，関係機

関，事業者 

障害者の収入拡大に向け

た取組の推進 

・共同受発注センターにおける販路拡大に向けた取

組の実施 

・商品力向上のためのセミナーの開催 

市，事業者 

スポーツ，文化活動等を通

した社会参加の促進 

・各種講座・教室の開催 

・スポーツ仕様補装具費の助成 

・スポーツ・レクリエーション大会の開催 

市，関係団

体 

 

［関連個別計画］ 

・障害者計画 

・障害福祉計画・障害児福祉計画 

 

 

３－２－４ 社会保障制度の適正な運営 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  安定した生活を営める環境の構築 

 （重点的な取組） 

  ・国民健康保険の適正な運営の推進 

  ・介護保険の適正な運営の推進 

  ・こどもの学習・生活支援の充実 
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［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

特定健康診査受診率 23.4% 

(R3年度) 

※29.4% 

45% 

 

60% 

就労相談員による就職者数 250人 250人 250人 

こどもの学習・生活支援事業

参加者数 

1,800人 3,000人 3,000人 

※の数値は参考値（令和元年度） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

（1） 国民健康保険の適正な運営・医療福祉の充実 

事業名 事業概要 事業主体 

国民健康保険の適正な運

営の推進 

・医療費適正化に向けた取組の推進 

・県と連携した円滑な運営の推進 

 

市 

医療費助成等の推進 ・妊産婦，こどもに対する医療費の助成 

・母子家庭・父子家庭，重度心身障害者に対する医

療費の助成 

・出産育児一時金の給付 

市 

特定健康診査・特定保健指

導の推進 

（311別掲） 

・関係団体との連携による受診勧奨 

・受診しやすい環境の整備 

・専門職による特定保健指導の充実 

市，関係団

体 

 

（2） 国民年金制度の普及・啓発 

事業名 事業概要 事業主体 

国民年金制度の理解促進 ・相談員による相談の実施 

・制度に関する情報発信 

 

市 

 

（3） 介護保険の適正な運営 

事業名 事業概要 事業主体 

介護保険の適正な運営の

推進 

（３２２別掲） 

・ケアプラン点検の実施 

・客観的で公正な介護認定の推進 

市，関係団

体 

介護サービスの安定的な

供給 

（３２２別掲） 

・介護職に関する PRの実施 

・介護人材確保に向けた事業者へのセミナーの実施 

市，事業者 

介護サービスの充実 

（322別掲） 

・居宅サービス，地域密着型サービスの充実 市，事業者  
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介護サービスの質的向上 

（322別掲） 

・相談員の派遣によるサービスに対するニーズの把

握 

・介護サービス事業者への情報発信 

・介護サービス事業所の適正な運営に向けた指導の

実施 

市，事業者 

仕事と介護を両立できる

環境づくり 

（211,322別掲） 

・介護サービス等の利用促進 

・介護者に対する情報発信 

・事業者に対する介護離職防止に向けた取組の普

及・啓発 

市，事業者 

 

（4） 生活困窮者に対する支援 

事業名 事業概要 事業主体 

適正保護の推進 ・適正な生活保護の実施 

・就労支援の推進 

市 

自立支援の充実 ・家計改善支援事業，就労準備支援事業等の推進 市 

こどもの学習・生活支援の

充実 

（１１３別掲） 

・無料学習会・生活支援の充実 市 

 

［関連個別計画］ 

・高齢者福祉計画・介護保険事業計画 
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３－３ 災害に強いまちの構築 

３－３－１ 危機管理・防災対策の充実 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

あらゆる事態に備えた危機管理・防災対策が充実しているまち 

（重点的な取組） 

・地域防災活動拠点の設備等の強化 

・防災情報の迅速かつ的確な伝達 

・防災訓練等の実施を通した防災体制の強化及び意識啓発 

・自力での避難や避難所での生活が困難な災害時要配慮者への支援 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

防災訓練等への参加者数

（年間） 

7,142人 

※14,039人 
15,000人 15,000人 

災害に強いまちづくりに満

足している市民の割合 
27.3% 45% 60% 

 ※の数値は参考値（平成 30年度） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

危機管理対策の充実 ・あらゆる事態に対応できる業務継続計画の定期的

な見直し 

市，関係機

関 

総合的な防災対策の推進 ・地震，風水害等のあらゆる災害を想定した地域防

災計画の適時見直し 

市 

国民保護対策の推進 ・国民保護計画の適時見直し 

・国・県と連携した国民保護訓練等の実施 

市，関係機

関 

原子力安全対策の強化 ・実効性のある広域避難計画の策定 

・原子力所在地域首長懇談会をはじめとする周辺自

治体等との連携強化 

市，関係機

関 

地域防災活動拠点の機能

強化 

・避難所の設備強化 

（小・中学校体育館の空調設備設置，防災倉庫の整

備等） 

・市民ニーズに応じた備蓄物資・資機材の充実 

（食品アレルギーへの対応，間仕切りの配備拡充等） 

市，関係団

体 

防災情報の発信・啓発の強

化 

・広報みと等の各種媒体を活用した平時からの啓発 

・各種ハザードマップによる啓発 

・自主防災組織等と連携したきめ細かな情報提供体

制の推進 

市，関係団

体 
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デジタル技術を活用した

災害情報の伝達強化 

・SNS 等の様々な媒体を活用した情報伝達環境の

強化 

・デジタル技術を活用したリアルタイムな情報の提供 

市，関係機

関，関係団

体 

市民協働による地域防災

の推進 

・いっせい防災訓練，出前講座等の各種訓練や説明

会の実施 

・自主防災組織等と連携した避難所運営体制等の充

実 

・地域等の参画による防災訓練の実施 

市，市民，関

係団体 

次世代防災リーダーの育

成 

・学校等と連携した防災教育の推進 市 

関係機関・団体との相互協

力・応援体制の強化 

・災害協定締結団体との連携体制の強化 

・災害対応力の強化に向けた災害協定の拡充 
市，関係機

関，関係団

体 等 

災害時要配慮者支援の充

実 

・避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の作成 

・民生委員をはじめとする地域と連携した支援体制

の強化 

・関係団体と連携した搬送体制の強化 

市，市民，関

係団体 

緊急輸送道路等の維持・確

保 

・緊急輸送道路，災害時主要道路の点検及び維持管

理 

市 

民間住宅・建築物の耐震化

の促進 

・木造住宅の耐震化促進 

・民間建築物の耐震診断の促進 

市，市民 

 

［関連個別計画］ 

 ・国土強靭化地域計画 

 ・業務継続計画 

 ・国民保護計画  

 ・広域避難計画 

 ・地域防災計画 

 ・耐震改修促進計画 

 

 

３－３－２ 治水・雨水対策の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿）  

浸水被害を軽減し，市民の安全・安心を守るまち 

（重点的な取組） 

・河川の整備（国・県管理河川の整備促進，市管理河川の整備） 

・雨水排水施設の整備（雨水排水施設整備プログラムに基づく管渠
かんきょ

，調整池の整備） 

・新たな雨水総合管理計画の策定 

・「貯める」施策の強化（貯留管等の整備） 
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［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

浸水被害箇所数 187か所 140か所 100か所 

冠水による道路通行止めの

箇所数 
62か所 44か所 30か所 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

総合的な治水対策の推進 ・那珂川水系流域治水プロジェクトの促進 

・県管理河川の整備促進 

・市管理河川（石川川等）の対策検討 

市，関係機

関 

総合的な雨水排水対策の

推進 

・雨水排水施設整備プログラムに基づく施策の推進 

・新たな雨水管理総合計画の策定 

市，市民， 

事業者 

浸水被害防止のための周

知・啓発 

・洪水ハザードマップ等を活用した市民等への周知，

マイタイムラインの作成支援 

・洪水ハザードマップ等のデジタル化 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

河川改修 ・沢渡川の改修（暫定） 100ｍ 

 

市 

重点的な雨水排水施設の

整備 

・都市下水路の整備 3,500ｍ 

・排水路の整備 3,000ｍ 

・公共下水道（雨水）の整備 1,300ｍ 

市 

緊急的な雨水対策の推進 ・準用河川，調整池等の浚渫 

・側溝の改良 1,300ｍ 

・桝，横断溝の設置 130基 

市 

雨水排水施設の長寿命化

改修 

・都市下水路の長寿命化改修 

・常澄排水機場の長寿命化改修 

市 

 

［関連個別計画］ 

 ・雨水排水施設整備プログラム 

 

 

３－３－３ 消防・救急の充実 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿）  

 火災や救急等の緊急時に的確に対応し，市民の命と暮らしを守るまち 
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（重点的な取組） 

 ・火災予防対策，救急医療等の普及・啓発 

 ・消火活動や救急，救助の現場での迅速かつ的確な対応 

 ・市民の安全を守る消防・救急活動の拠点や消防車両等の整備 

 ・地域防災の中核となる消防団の活動環境の充実 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

出火率（人口１万人当たりの

出火件数） 
2.9件 現状値以下 現状値以下 

救命率（心肺蘇生による１か
月後の生存率） 

9.1％ 
12％ 

※県平均 11.3％を上回る 
12％以上 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

火災予防対策の推進 ・住宅用火災警報器の設置・維持管理の促進 

・民間防火組織の育成指導 

・防火対象物等への立入検査の強化 

市 

消防水利の維持・確保 ・防火水槽の老朽修繕等の推進 

 

市 

消防団員が活動しやすい

環境づくり 

・消防団協力事業所の拡充 

・消防団員の免許取得補助 

市 

救急医療の普及・啓発 

（３１２別掲） 

・応急手当活動のできるバイスタンダーの養成 

・AEDの普及・啓発 

・救急車の適正利用の啓発 

市 

増大する救急需要への対

策強化 

（３１２別掲） 

・救急隊員の養成 

・救急業務の高度化（救急救命士の養成，ワークステ

ーション型ドクターカーシステムの運用） 

市，関係機

関 

迅速・的確な通信指令体制

の維持・確保 

・消防救急無線及び指令業務の共同運用の推進 

 

市，関係機

関 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

消防・救急活動の拠点整備 ・消防出張所の改築 ２か所（緑岡出張所完成） 

 

市 

消防車両等の整備 ・消防，救急車両の更新 

・特殊車両（梯子車等）の更新 

市 

消防団における施設・車両

の整備 

・消防分団詰所の改築 ２か所 

・消防分団車両等の更新 

市 
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３－４ 暮らしを支える基盤の強化 

３－４－１ 交通安全・防犯の充実 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

交通事故や犯罪のない，市民が安心して暮らせるまち 

（重点的な取組） 

   ・こどもや高齢者等への交通安全教育をはじめとする意識啓発 

    ・通学路等における歩道整備や安全点検の推進 

・地域や関係機関等が連携した防犯パトロールの推進 

・空き地・空き家の発生抑制，適正管理の促進 

・不法投棄の防止に向けた監視体制の強化 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

交通事故の発生件数 844件 700件 550件 

犯罪認知件数 1,610件 1,430件 1,280件 

空き家等の数 795件 750件 710件 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

交通安全意識の普及・啓発 ・交通安全キャンペーン等の啓発活動の実施 

・こどもたちを対象とした交通安全教室の開催 

・高齢者の安全対策の強化 

市，関係機

関 

こどもの通学時の安全対

策の充実 

（113別掲） 

・通学路安全点検，キッズゾーン，スクールゾーン， 

ゾーン 30プラスの安全対策の推進 

・スクールガードによる見守り活動の促進 

市，関係団

体，関係機

関 等 

自主防犯活動の推進 ・防犯パトロールの推進 

・自主防犯活動団体の拡充，支援 

市，関係団

体 

犯罪防止に向けた市民，地

域，関係団体等の連携強

化 

・安全なまちづくりモデル地区における防犯活動の

推進 

・安全なまちづくりモデル地区の拡大 

・複雑・多様化するニセ電話詐欺（特殊詐欺）等の犯

罪への対策強化 

市，関係団

体，関係機

関 等 

防犯設備の充実 ・防犯灯の設置等の促進 

・犯罪の未然防止に向けた防犯カメラの設置拡大 
市，関係団

体 

空き地・空き家対策の強化 

 

・空き地・空き家の適正管理の促進 

・専門家による相談会やセミナーの開催 

・ワンストップ相談窓口の活用 

市， 関係団

体 
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不法投棄防止対策の推進 ・関係機関等と連携したパトロール，通報体制の強化  

・監視カメラの効果的な活用 

市，関係機

関，市民 

不法な土地の埋立て等の

防止 

・不法な土地の埋立て等に対する適正な行政指導，

命令の実施 

・ドローン等を活用した迅速・正確な立証活動の推進 

市，関係機

関 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

通学路における歩道整備

等の推進 

（１１３別掲） 

・通学路交通安全プログラムに基づく対策の推進 

・キッズゾーン，スクールゾーン，ゾーン 30プラス

の整備等 

・歩道整備等  5,000ｍ 

市 

交通安全施設の整備 

（１１３別掲） 

・ガードレール 1,800m 

・カーブミラー  450基 

・街路灯       35基 

市 

 

［関連個別計画］ 

 ・安全なまちづくり基本計画（第３次） 

・空家等対策計画 

 

 

３－４－２ 水道水の安定供給と生活排水の適正処理 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

生活を支える水道水の安定供給と生活排水の適正処理による快適な暮らしの実現 

（重点的な取組） 

・持続可能な事業運営の推進 

・水源・水質の保全等による水道水の安全性の確保 

・地域や関係機関と連携した応急活動体制の強化 

・水道施設・下水道施設等の計画的な整備・更新 

・汚水処理施設の広域化・共同化 
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［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

鉛製給水管の解消率 81.8% 100% 100% 

基幹管路（水道管）の耐震適

合率 
55.6% 63% 70% 

汚水処理人口普及率 93.0% 94.8% 95.9% 

汚水処理施設の統合施設数 ０施設 １施設 ４施設 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

持続可能な事業運営の推

進 
・アセットマネジメント・経営戦略に基づく事業運営 

・収納率の向上 

・PR活動等による水道水の利用促進 

・汚水処理施設の広域化・共同化 

・デジタル技術を活用した経営改善施策の推進 

・下水道施設台帳のデジタル化 

市 

市民サービスの向上 ・広報紙やＳＮＳ等を活用した情報発信 

・水道モニター制度等による市民ニーズの把握 

市 

上下水道施設の脱炭素化

の推進 

・環境に配慮した設備の導入 

・消化ガス発電設備による温室効果ガス削減の推進 

市 

水源・水質の保全 ・那珂川流域の関係機関との連携による水源・水質

の保全 

・楮川ダムの水質保全 

市 

水道の有収率の向上 ・漏水調査及び修理の実施 市 

災害時における応急活動

体制の強化 

・地域や関係団体等との連携による訓練の実施 

・災害対策用資器材の充実 

市，関係団

体 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

鉛製給水管の解消 ・解消総数 100,000件 

・解消率  １００％ 

市 

配水管網の整備・更新 ・配水管布設   L＝11,000ｍ 

・配水管布設替 L=28,000ｍ 

・管路廃止     Ｌ=  1,300ｍ 

市 

浄水場施設等の更新 ・浄水場施設等の更新・改修 

 

市 

災害に備えた水道施設整

備 

・災害に備えた水道施設等の整備 市 

公共下水道（汚水）の整備 ・公共下水道（汚水）の整備 市 
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農業集落排水施設の適正

管理 

・農業集落排水施設の適正な維持管理 市 

合併処理浄化槽の設置促

進 

・設置促進 1,050基 市，市民 

農業集落排水施設等の下

水道施設への統合 

・統合１地区（接続管渠の整備） 市 

し尿の効率的な処理体制

の確立 

・し尿投入施設の整備 市 

下水道施設の長寿命化 ・管渠，施設，設備の長寿命化改修 

 

市 

下水道施設の耐震化・耐水

化 

・耐震化 ３構造物，管渠 2,000m 

・耐水化 ２施設 

市 

 

［関連個別計画］ 

・水道事業基本計画（第４次） 

 

 

３－４－３ 安全で快適な道路環境の整備 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  快適に移動できる道路網の構築 

（重点的な取組） 

  ・道路新設改良 

  ・道路の予防保全型修繕 

  ・狭あい道路及び後退敷地の整備 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

身近な生活道路の整備に満

足している市民の割合 
27.8％ 35％ 40％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

効率的，効果的な道路整

備の推進 

・道路整備評価マニュアルを用いた事業化路線の検

討 

市 
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［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

道路新設改良 ・道路新設改良 6,000ｍ 

 

市 

道路等の予防保全型修繕 ・市道舗装 45,000ｍ 

・街路灯，案内標識の点検・改修 

市 

橋りょうの長寿命化改修 ・橋りょうの長寿命化改修 40橋 

 

市 

狭あい道路及び後退敷地

整備 

・狭あい道路及び後退敷地の整備 11,000ｍ 市 

側溝新設改良 ・側溝新設改良 3,600ｍ 

 

市 

舗装新設 ・市道舗装 5,500ｍ 

・認定外道路舗装 5,000ｍ 

市 

 

 

３－４－４ 憩いとゆとりのある魅力的な公園・緑地の整備 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  日常生活に憩いやゆとりを提供する公園・緑地が身近にあるまち 

（重点的な取組） 

  ・児童遊園等の身近な公園の再整備 

  ・楽しめる魅力的な公園づくり 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

公園が多く利用しやすいと

感じる市民の割合 
47.3％ 50％ 60％ 

住むところと自然が調和し

ている感じる市民の割合 
72.2％ 75％ 80％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

民間活力等を活用した楽

しめる公園づくり 

（２２３別掲） 

・若者による魅力発信，フォトスポットづくり 

・事業者と連携した楽しめる公園づくり 

市，市民，事

業者 等 

パークＰＦＩを活用した魅力

的な公園づくり 

（２２３別掲） 

・大規模公園における民間事業者と連携したにぎわ

いづくりの推進 

市，事業者 
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ロマンチックゾーンの更な

る魅力づくり 

（２２３別掲） 

・あじさいまつりの充実 

・近隣学校等と連携した若者を呼び込む取組の推進 

市，市民， 

事業者 等 

植物公園の更なる魅力づ

くり 

（２２３別掲） 

・戦略的な魅力づくり 

・特色ある展示，体験機会の提供 

市 

森林公園周辺における体

験プログラムの充実 

（２２３別掲） 

・果物収穫や野菜作り等の農業体験の実施 

・植樹祭等の森林環境教育の実施 

・トレイルランニング等の自然環境を生かしたイベン

トの実施 

市，市民， 

事業者等 

特別緑地，保存樹等の保

全 

・特別緑地保全地区の保全 

・保存樹等の適正管理の促進 

市，市民 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

快適な緑地・公園づくり ・街区公園の整備 １か所 

・公園の長寿命化型改修 

・児童遊園の再整備 

市 

公園リノベーションの推進 

（２２３別掲） 

・既存施設のリノベーション（大塚池公園，七ツ洞公

園，保和苑） 

市 

偕楽園公園（千波湖等）の

整備 

（２２３別掲） 

・園路，広場等の整備 市 

植物公園の再整備 

（２２３別掲） 

・植物公園の第２期リニューアル完了 市 

森林公園の再整備 

（２２３別掲） 

・森林公園再整備プログラムの見直し 

・既存施設等の一体的な整備 

市 

 

［関連個別計画］ 

・緑の基本計画 

・偕楽園公園（千波公園等）整備基本計画 

 

 

３－４－５ 快適に暮らせる住環境づくり 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

  住みたい，住み続けたいと思える快適なまち 

（重点的な取組） 

  ・既存住宅ストックの有効活用促進 

  ・快適な緑地・公園づくり 
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［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

水戸市が住みやすいと感じ

る市民の割合 
72.3％ 75％ 80％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

住まいの総合案内の充実 ・住まいの相談・案内の充実 市，事業者 

既存住宅ストックの有効活

用の促進 

・住宅リフォームの支援 

・空き家バンク制度による中古住宅の流通促進 

市 

良好な住宅・宅地の誘導 ・市街化区域の土地利用，宅地開発の適正な誘導 

・都市型住宅の立地誘導 

市，事業者 

良好な市街地景観の形成 ・景観ガイドライン等による景観誘導 

・公共施設のおける先導的な景観形成 

市，市民， 

事業者 等 

暮らしの基盤づくり，適正

管理の推進 

・水道水の安定供給と生活排水の処理 

・安全で快適な生活道路の整備 

・公園，緑地の保全，緑化の推進 

市 

若い世代の移住促進 

（21１別掲） 

・移住特設サイト，移住フェアを活用したＰＲ 

・合同企業説明会の開催 

・東京圏からの移住者に対する支援金の交付 

・地域おこし協力隊の活用 

市，関係機

関 ，構成９

市町村，事

業者 

子育てしやすい住環境づ

くり 

・子育て世帯まちなか住みかえの促進 

・市営住宅等を活用した子育て応援住宅の整備 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

市営住宅長寿命化改修事

業 

・屋根，外壁改修 21棟 

・エレベーター改修 5棟 

市 

市営住宅への太陽光発電

設備の設置 

設備設置 ３棟 市 

東前第二地区土地区画整

理事業 

・施設整備 完了 市 

 

［関連個別計画］ 

・住生活基本計画 

・景観計画 
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３－４－６ 安らぎを感じられる斎場・霊園の充実  

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

火葬需要の増加，墓地ニーズの多様化に対応するまち 

（重点的な取組） 

・新たな斎場の整備 

・現在の斎場における長寿命化改修の推進 

・市民のニーズを踏まえた新たな合葬式墓地等の整備の検討 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

公営墓地の使用希望待機者

数 
ゼロ ゼロ ゼロ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

霊園の充実 ・市民のニーズを踏まえた新たな合葬式墓地等の

整備の検討 

市 

 

［主要事業・ハード（５か年）］ 

事業名 整備計画 事業主体 

新たな斎場の整備 新たな斎場の整備 市 

斎場施設の長寿命化改修 ・本館，待合棟，火葬棟等の改修 

・火葬炉の更新 

市 

 

  

65



大綱４ 市民と行政で「共に創るみと」 

４－１ 市民が活躍するみとづくり 

４－１－１ コミュニティ活動の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

 地域コミュニティ活動が盛んな活力あるまち 

（重点的な取組） 

 ・地域コミュニティの自主的な活動の促進 

 ・町内会・自治会への加入促進に向けた取組の推進 

 ・市民センターの長寿命化改修，整備の推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

町内会・自治会加入率 52％ 52％ 55％ 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

コミュニティ活動の活性化 ・若い世代も参加しやすい主体的なコミュニティ活

動の促進 

・地域コミュニティプランの改定支援 

市，市民，関

係団体 

町内会・自治会への加入促

進 

・広報活動，加入促進員による未加入世帯訪問等の

実施 

・町内会・自治会カード事業の推進 

市，関係団

体 

地域コミュニティ推進体制

の充実 

・住みよいまちづくり推進協議会や地区会との連携

及び運営支援 

・デジタルを活用した利便性の高いコミュニティ体制

の構築 

市，関係団

体 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

市民センターの長寿命化

改修 

・工事 ６か所 

・設計 ５か所 

市 

市民センターの整備 ・改築 ２か所（五軒市民センター完成） 市 

 

［関連個別計画］ 

 ・コミュニティ推進計画（第４次）  
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４－１－２ ボランティア・ＮＰＯ活動の促進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

 市民が主役となってまちづくりに参加できる環境の実現 

（重点的な取組） 

 ・市民活動団体と行政との協働事業の推進 

 ・市民活動団体の情報発信，共有による市民意識の醸成，団体間のつながりの構築 

 ・研修会の実施等を通した人材の育成 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

協働事業提案制度事業実施

数 

８３件 120件 140件 

こみっとフェスティバル来場

者数（延べ人数） 

1,000人 2,000人 3,000人 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

ボランティア団体，NPO

等との協働事業の推進 

・協働事業提案制度の実施 

 

市，関係団

体 

市民のボランティア活動の

参加促進・活動支援 

・観光ボランティアや道路里親団体など，様々な分

野におけるボランティア活動の促進・支援 

市，市民，関

係団体 

ボランティア団体，ＮＰＯ等

の情報の共有，人材育成 

・こみっとフェスティバルの開催 

・新たな情報発信手段の確立 

・市民活動団体に対する研修会の実施 

市，関係団

体 

地域との協働による魅力

ある学校づくり 

（１２１別掲） 

・コミュニティスクールの推進 

・スクールガード，スクールボランティア活動の促進 

・地域学校協働活動の推進 

市，市民，関

係団体 等 

市民との協働による緑と

花の空間づくり 

・緑地等の適正な管理の促進 

・緑の少年団の活動促進 

市 

 

［関連個別計画］  

 ・協働推進基本計画（第３次） 
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４－１－３ ジェンダー平等の実現に向けた取組の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

 性別にかかわらず個性と能力を発揮できるまち 

（重点的な取組） 

 ・男女平等参画社会を実現するための意識醸成及び行動の促進 

 ・性別にかかわらず活躍できる就業環境づくりに向けた女性の就業支援 

 ・性的マイノリティへの理解促進 

 ・性別に起因する暴力や若い世代の犯罪被害の防止に向けた啓発 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

審議会等における女性委員

の割合 
33％ 40%以上 40%以上 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

男女平等参画社会に向け

た意識醸成及び行動促進 

・ヒューマンライフシンポジウム等の男女平等参画に

関する講座やイベントの開催 

・意思決定過程での女性の参画の推進 

市，関係機

関，関係団

体 

性別にかかわらず活躍で

きる就業環境づくり 

（211別掲） 

・性別にかかわらずワーク・ライフ・バランスを大切に

できる環境づくり 

・女性の就業支援及びキャリアアップ講座の実施 

・市民，事業者に向けたセミナー等の開催 

市，関係機

関，関係団

体 

性別にかかわらず人権が

尊重される環境づくり 

・電話・メール等による相談体制の充実 

・性的マイノリティに関する理解を促進する研修会等

の実施 

・いばらきパートナーシップ宣誓制度の適用拡大 

市，関係機

関，関係団

体 

DV被害防止対策の推進 

（１13別掲） 

・オンライン相談窓口の開設 

・DV防止に向けた若年層等への啓発 

・パープルリボンキャンペーンの推進 

市 

 

［関連個別計画］ 

 ・男女平等参画推進基本計画（第４次） 
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４－１－４ みとの価値を高めるアイデアを創出する場の充実 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

市民，事業者等との連携により様々な課題や社会の変化に対応できるまち 

（重点的な取組） 

 ・若い世代との協働による政策立案の推進 

 ・施策の効果を高める民官共創の推進 

 ・様々なメディアを活用した行政情報の発信 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

政策提言発表会への参加者

数 

― 10組 

（約 100人） 

20組 

（約 200人） 

産・学・官連携事業数 430件 570件 720件 

市公式 LINE登録者数 55,000人 100,000人 140,000人 

行政への住民意向の反映に

満足している市民の割合 

12.4% 20% 20% 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

若い世代との協働による

政策立案の推進 

・大学生等を対象とした政策提言発表会の開催 

・あらゆる機会を捉えた協働による政策立案の推進 

市，関係機

関 

課題解決型の民官共創の

推進 

（424別掲） 

・課題提示による事業者・大学等からのアイデアの募

集，事業の実施 

市，事業者，

関係機関 

行政データの活用促進に

向けた環境づくり 

・活用促進に向けた庁内横断のミーティングの実施 

・オープンデータの推進 

市 

デジタル版「広報みと」の

発行 

・デジタルによる行政情報の提供 

・「広報みと」のデジタル化の推進 

市 

様々なメディアを活用した

行政情報の発信 

・ラジオ，パブリシティ，市ホームページによる情報

発信 

・各種ＳＮＳによる情報発信 

市 

若い世代からの広聴機会

の充実 

・高校生，大学生等との行政懇談会の実施 

・幅広い年代の市民が参加しやすい新たな市民懇談

会の検討・開催 

・意見公募手続の推進 

市 

デジタル技術を活用した

広聴の推進 

・デジタル技術を活用した市政モニター制度等の検

討 

市 
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４－１－５ 芸術文化の振興 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

水戸らしい芸術文化の創造・発信により誰もが芸術文化に親しむことができるまち 

（重点的な取組） 

 ・水戸芸術館や水戸市民会館における芸術文化の創造・発信 

 ・市民主体の芸術文化活動の促進 

 ・こどもたちへの芸術文化教育の推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

水戸芸術館の来館者数 

（年間） 

99,805人 

※164,943人 

16.5万人 20万人 

水戸市民会館の来館者数

（年間） 

― 60万人  60万人 

水戸市芸術祭の参加者数

（年間） 

14,365人 

※34,636人 

35,000人 35,000人 

  ※の数値は参考値（令和元年度） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

MitoriO を中心とした新

たなにぎわいづくり 

（２２１，223別掲） 

・水戸市民会館の運営充実 

・水戸芸術館の運営充実 

・水戸芸術館と水戸市民会館の連携による芸術文化

の創造・発信 

市，関係機

関 

水戸芸術館の運営充実 ・水戸芸術館における質の高い事業の実施 

・水戸芸術館の改修 

市，関係機

関  

水戸市民会館の運営充実 ・水戸市民会館における多様な事業の実施 市 

市民主体の芸術文化活動

の促進 

・水戸市芸術祭の実施 

・eスポーツの普及・支援 

市，市民，関

係機関 

こどもたちへの芸術文化

教育の推進 

・水戸芸術館等との連携による芸術文化教育の推進 市，関係機

関  

水戸発祥のオセロ文化の

普及・啓発 

・各種オセロ大会や講座の開催 

・世界オセロ選手権の開催誘致 

市 

 

 ［関連個別計画］ 

 ・芸術文化振興ビジョン（～令和７年度） 

 ・芸術文化振興基本計画（令和８年度～） 
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４－１－６ 生涯学習・スポーツの推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

市民の「学ぶ意欲」，「楽しみたい気持ち」を叶えられるまち 

 （重点的な取組） 

  ・市民主体の生涯学習活動の推進 

  ・市民スポーツの推進 

  ・図書館の整備 

  ・スポーツ施設の長寿命化改修 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

スポーツ施設の利用者数 

（年間） 

1,072,638人  110万人 120万人 

大規模スポーツ大会の開催

件数（年間） 

16件 18件 20件 

図書館の入館者数 83０，571人 

※1,075,391人 

90万人 100万人 

※の数値は参考値（令和元年度） 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

楽しみながら学べる生涯

学習機会の充実 

・多様化する市民ニーズに応じた講座の開催 市，市民 

新たな時代の課題に対応

した生涯学習プログラム

の研究・開発 

・好文塾等の市民講座の充実 

・拠点となる市民センターにおける社会教育主事等

の体制強化 

市，市民 

市民主体の生涯学習活動

の促進 

・生涯学習サポーターとの協働による学習プログラ

ムの提供 

市，市民 

こどもの読書活動の推進 ・親子で絵本事業の推進 市 

図書館サービスの充実 ・図書，資料の充実 

・市民ニーズに応じたレファレンスサービスの充実 

市 

博物館等の魅力づくり 

（２２３別掲） 

・特色ある展示の充実 

・デジタルアーカイブの構築 

・埋蔵文化財センター（大串貝塚ふれあい公園）での

体験教室の充実 

市 

市民が楽しめるスポーツ

環境の充実 

・するスポーツ，みるスポーツ，支えるスポーツの充

実 

市，関係機

関  
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市民スポーツの推進 ・市スポーツ協会やスポーツ少年団をはじめとする

スポーツ団体の活動支援 

・市体育祭の開催 

市，関係機

関  

スポーツ文化の振興に向

けた取組の推進 

（223別掲） 

・スポーツ・健康フェスティバルの開催 

・民間企業等との連携によるスポーツ交流事業の開

催 

市，関係機

関 ，関係団

体 

プロスポーツチームを通し

た地域の活性化 

（223別掲） 

・プロスポーツチームによるスポーツ教室の実施 

・MITO BLUE PRIDEの実施 

・いばらき県央地域スポーツフェスティバルの開催 

市，関係団

体 

水戸黄門漫遊マラソンの

開催 

（223別掲） 

・日本陸上競技連盟公認フルマラソン大会の開催 市 

スポーツ指導者・ボランテ

ィアの育成・支援 

・スポーツ指導者の確保及び研修会の実施 

・スポーツボランティアの確保及び活動の促進 

市，関係機

関  

新たなスポーツ施設の検

討 

・屋内公認プールの整備検討 

・武道場の整備検討 

・アクティブスポーツ施設の整備検討 

市 

アダストリアみとアリーナ

（東町運動公園体育館）の

機能強化検討 

・新 B１基準整備検討 市 

ケーズデンキスタジアム水

戸（水戸市立競技場）の機

能強化検討 

・第１種公認陸上競技場への整備検討 市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

図書館の整備 ・見和図書館の長寿命化改修 

・（仮称）南部図書館の整備検討 

市 

スポーツ施設の長寿命化

改修 

・設計 ４か所 

・工事 ４か所 
市 

スポーツ施設の脱炭素化 ・照明塔の LED化 ２施設 

 
市 

（仮称）東部公園の整備 

（２２３別掲） 

・サッカー場供用開始 ２面 

 

市 

スポーツ施設等の環境整

備 

・（仮称）西谷津広場の整備 

・トイレのバリアフリー化等 ３か所 

市 

 

［関連個別計画］ 

・図書館基本計画 

・スポーツ推進計画（第２次） 
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４－１－７ 消費生活の向上 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

自ら判断し行動できる消費者市民社会の実現 

（重点的な取組） 

   ・講座や講演会等を通した市民の意識啓発 

   ・消費者団体等の自主的な活動の促進 

   ・消費生活センターにおける相談体制の充実 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

消費生活相談件数（年間） 2,000件 2,200件 2,400件 

水戸市消費者サポーターの

登録者数 

80人 120人 160人 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

啓発活動及び消費者教育

の推進 

・成年年齢引き下げに伴う若い世代への意識啓発 

・ニセ電話詐欺（特殊詐欺）被害の防止やエシカル消

費など，時代のテーマに沿った啓発等の実施 

・ライフステージに応じた消費者教育を受ける機会

の提供 

・消費者志向経営自主宣言制度の確立 

市 

消費者団体等の自主的な

活動の促進 

・消費者団体による研修活動の支援 

・消費者サポーターの育成及び活動支援 

市，関係団

体  

消費生活相談体制の充実 ・リモート相談等の様々な手法を使った消費者被害

等への相談体制の確立 

・消費生活相談員のスキルアップによる相談体制の

強化 

・消費者安全確保地域協議会（みと安全・安心見守り

隊）等との連携 

市，関係団

体 

 

［関連個別計画］ 

 ・消費者教育推進計画（第３次） 
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４－２ 未来につなげるみとづくり 

４－２－１ ゼロカーボン・エコシティの実現  

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  ＣＯ２排出量実質ゼロを目指し，行動する地球環境にやさしいまち 

 （重点的な取組） 

  ・地球温暖化対策の推進（運輸・家庭の２部門における脱炭素化の先導施策） 

  ・循環型社会形成の推進（ごみの減量化・再資源化） 

  ・自然環境の保全（豊かな水と緑，生態系を守る施策） 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

市域から発生するＣＯ２の排

出量（H25年度比） 
10％削減（Ｒ１） 30％削減（Ｒ７） 

46％削減（Ｒ１２） 

Ｒ１５も 46％削減を維持 

リサイクル率 27.2% 30％ 30％以上 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

（１）地球温暖化対策の推進 

事業名 事業概要 事業主体 

環境負荷の少ない都市づ

くり 

・次世代自動車の導入促進 

・電気自動車用充電設備の設置促進 

・シェアサイクル等による自転車利用の促進 

・建築物のＺＥＨ化・ＺＥＢ化，木材利用の促進 

・グリーンインフラとしての緑の保全・整備促進 

市，市民， 

事業者 

再生可能エネルギーの利

用促進 

・太陽光発電システム，蓄電池の設置促進 

・新たな再生可能エネルギーの導入に向けた検討 

市，市民， 

事業者 

省エネルギー活動の促進 ・ＬＥＤ照明や高効率設備機器，省エネ家電等の設置 

・クールビズ，ウォームビズ，テレワーク等の推進 

市，市民， 

事業者 

市役所における脱炭素化

の推進 

・公用車の次世代自動車への更新 

・再生可能エネルギー由来の電力の調達 

・公共施設における高効率設備機器等の設置 

市 

気候変動適応の推進 ・自然災害，健康等の様々な分野における被害の回

避・軽減対策の推進 

市，市民， 

事業者 

 

（２）循環型社会形成の推進 

事業名 事業概要 事業主体 

ごみの減量化・再資源化の

推進 

・分別の徹底（効果的な意識啓発等） 

・剪定枝や伐木材のチップ化の推進 

市，市民， 

事業者 
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・ペットボトルの水平リサイクル 

・生ごみ処理機器の導入促進 

・集団資源物回収の促進 

・家庭系ごみの有料制の適正な推進 

食品ロス削減の推進 ・食べきり運動の推進 

・未利用食品の有効利用 

市，市民， 

事業者 

産業廃棄物の適正処理の

推進 

・立入検査等による監視，指導の強化 

・PCB廃棄物の適正処理の推進 

市，事業者 

余剰汚泥の有効利用の推

進 

・余剰汚泥の堆肥化 市 

 

（３）自然環境の保全 

事業名 事業概要 事業主体 

環境学習・教育の充実 ・清掃工場「えこみっと」，千波湖等における環境学

習会の開催 

・小中学校での環境学習の充実 

市，市民，関

係団体 

生物多様性の保全 ・自然環境調査の実施 

・希少な動植物の保護 

市 

豊かな水辺環境の保全 ・千波湖の浄化 

・大塚池の水質改善 

市， 関係機

関，関係団

体 等 

森林保全の推進 ・平地林，私有林の保全 

・ナラ枯れ，松くい虫被害の対策 

市 

大気・水・土壌環境等の保

全 

・大気の常時監視，水質調査の実施 

・特定事業所への立入調査 

市 

環境美化活動の推進 ・河川，道路，公園等における美化活動の推進 

・飼い犬のふん害やごみのポイ捨ての防止 

市，市民 

 

［主要事業・ハード（５か年）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

みとゼロカーボン未来住宅パッケージ（補助制度）の推進 

 環境負荷の少ない移動

手段の利用促進 

・次世代自動車への更新 

・Ｖ２Ｈの導入 

市，市民 

 住宅における環境負荷

低減の促進 

・太陽光発電システム，蓄電池の設置 

・合併処理浄化槽の脱炭素化 

・生垣の設置 

市，市民 

 資源の有効利用の促進 ・雨水貯留施設等の設置 

・生ごみ処理機器の導入 

市，市民 

電気自動車用充電設備の

導入 

・公共施設への電気自動車用充電設備導入（年１基） 市 
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公共施設におけるゼロカ

ーボンの推進 

・公設地方卸売市場の脱炭素化に向けた施設整備

の推進 

・市営住宅への太陽光発電設備の設置 ３棟 

・スポーツ施設の脱炭素化（照明灯のＬＥＤ化 ２施

設） 

市 

公共交通におけるゼロカ

ーボンの推進 

（２３２別掲） 

・ＥＶバス，タクシーの導入支援 市，市民， 

事業者 

清掃工場周辺施設の整備 ・清掃工場「えこみっと」周辺施設の整備 

（水辺環境施設等） 

市 

第二最終処分場跡地整備 ・第二最終処分場跡地整備 

（グラウンド，遊具広場等） 

市 

旧清掃工場跡地の利活用 ・旧清掃工場跡地の利活用 

 

市 

 

［関連個別計画］ 

 ・環境基本計画 

 ・地球温暖化対策実行計画 

 ・市役所エコプラン（市役所ゼロカーボンアクションプラン） 

 ・ごみ処理基本計画 

 

 

４－２－２ 平和活動，国際交流・多文化共生の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  誰もが平和への意識を持ち，国籍にかかわらずお互いを尊重するまち 

 （重点的な取組） 

  ・戦争の悲惨さと平和の尊さを学ぶ機会の充実 

  ・日本語教室の開催等，外国人市民が暮らしやすい環境づくり 

  ・海外諸都市との交流事業の推進 

   

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

平和記念館来館者数（年間）  704人 

※1,190人 

1,200人 1,500人 

国際交流センター利用者数

（年間） 

14,711人 

※32,334人 

32,500人 38,000人 

  ※の数値は参考値（令和元年度） 
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［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

平和事業の推進 ・平和記念館における展示の充実 

・平和について学ぶ機会の充実 

・ぴ～すプロジェクトの実施 

市 

国際交流・多文化共生の推

進 

・国際交流センターの運営充実 

・海外諸都市との国際交流事業の実施 

・外国人市民との多文化共生意識の醸成 

・日本語学習支援，やさしい日本語の普及・啓発 

・外国人市民への情報提供，相談体制の充実 

市，関係機

関，市民 

 

 

４－２－３ 広域的な行政の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

 （目指す姿） 

  持続的に発展する水戸都市圏の実現 

 （重点的な取組） 

  ・県央地域の発展に向けた取組の推進 

  ・広域合併の推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

連携中枢都市圏ビジョンの

取組 

30事業 35事業 40事業 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

県央地域の発展に向けた

取組の推進 

・県央地域首長懇話会の開催 

・いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョンに基づ

く事業の推進 

構成９市町

村 

広域合併の推進 ・強力な水戸都市圏の形成に向けた広域合併の推進 市 

北関東圏域の発展に向け

た取組の推進 

・北関東中核都市連携会議の開催 

・４市の連携による事業の推進 

構成４市 

 

［関連個別計画］ 

・いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョン 
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４－２－４ 多様化する市民ニーズに対応できる行政経営の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

市民に満足される質の高い行政サービスの実現 

（重点的な取組） 

・デジタル技術の活用等による質の高い行政経営の推進 

・持続的に発展できる財政運営の推進 

・民官連携による行政課題の解決 

 ・公有施設の適切な維持管理 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

市税の収納率 97.8％ 98.6％ 99.1％ 

デジタル技術の活用による

事務の効率化（AI，RPA の

活用よる業務の自動化時間） 

年間 1,600時間 年間 2,000時間 年間 4,000時間 

データ分析により改善した

政策及び新たに立案した政

策数（累計） 

― ４件 ９件 

 

［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

行財政改革の推進 ・質の高い行政経営の推進 

・市民の視点に立った行政サービスの提供 

・簡素で機能的な組織・機構の編成の推進 

市 

みと未来財政プランに基

づく財政運営の推進 

・公債費負担の適正化 

・財政調整基金残高の確保 

市 

多様な財源の確保 ・自主財源の確保・拡充 市 

市税等の収納率の向上 ・市税等の収納率向上への取り組みの推進 市 

企業版ふるさと納税等を

活用した事業の推進 

・マッチング支援の推進 

・各種交付・支援制度の活用 

市，事業者 

課題解決型の民官共創の

推進 

（４１4別掲） 

・課題提示による事業者・大学等からのアイデアの募

集，事業の実施 

市，事業者，

関係機関 

行政経営における民間活

力の活用 

・市民サービス向上に向けた事務事業における民間

活力の活用 

市，事業者 

窓口サービスの向上 ・デジタル技術の活用等による窓口サービスの向上 

 

市 
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データ分析等による政策

立案の推進 

・データ分析システム，３Ｄ都市モデルの導入 

・データを分析し，政策に活用できる人材の育成 

・様々な手法による効果的な政策立案の推進 

市 

デジタル化による事務の

効率化の推進 

・RPAによる業務の自動化 

・会議のペーパーレス化の推進 

・新たなデジタル技術の活用の検討 

市 

公共施設等のマネジメント

の推進 

・公共施設マネジメントシステム等の導入による計画

的・効率的な維持管理の推進 

市 

未利用財産の有効活用と

処分の推進 

・有効活用の推進 

・処分の推進 

市 

 

［主要事業・ハード（整備計画）］ 

事業名 整 備 計 画 事業主体 

常澄庁舎の長寿命化改修 ・常澄庁舎の長寿命化改修 市 

総合教育研究所の長寿命

化改修 

・総合教育研究所の長寿命化改修着手 市 

 

［関連個別計画］ 

 ・行財政改革プラン 

 ・公共施設等総合管理計画 

 ・みと未来財政プラン 

 

 

４－２－５ まちを豊かにするデジタル化の推進 

 

［前期５か年の取組の方向性］ 

（目指す姿） 

市民の生活を豊かにするＤＸの実現 

（重点的な取組） 

・行政のデジタル化による市民サービスの向上 

・まちのデジタル化の推進 

・デジタルデバイド対策の推進 

 

［目標水準］ 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

前期目標 

（令和 10年度末） 

期間目標 

(令和 15年度末) 

市民のオンライン申請利用

率 

― 40％ 60％ 

民間企業等との連携による

取組 

― ３件 ５件 

市民のスマートフォン習得度 ― 90% 100％ 
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［主要事業・ソフト（５か年）］ 

事業名 事業概要 事業主体 

行政のデジタル化による

市民サービスの向上 

・書かない窓口システムの導入 

・マイナポータル，いばらき電子申請・届出サービス

等を活用した手続きの拡充 

・オンラインによる窓口予約の推進 

・子育て支援，健康づくり等の各種施策におけるデ

ジタル技術の活用 

・各種支払いに係るキャッシュレス決済の拡充 

・新たなデジタル技術の活用の検討 

・デジタル市役所の実現（書かない，待たない，行か

なくて済む） 

市 

まちのデジタル化の推進 ・事業者等との連携によるデジタル技術を活用した

地域課題の解決 

・産業分野に応じた DXセミナーの開催 

市，事業者，

関係団体 

デジタルデバイド対策の推

進 

・デジタル機器の活用方法を習得する機会の創出 

・デジタルデバイドの様々な発生要因に関する研究・

対策 

市 

情報セキュリティの強化 ・セキュリティ研修による職員の資質向上 

・サイバー攻撃等に対する技術的対策の強化 

市 

 

［関連個別計画］ 

 デジタルまちづくりビジョン 
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1 

重点プロジェクト（案）について 

 

 

１．重点プロジェクト設定の考え方 
  

社会の変化が著しい，新しい時代において，様々な選択肢から選ばれるまちとしていく

ためには，水戸の個性と魅力を伸ばしながら，水戸市の進むべき方向性，さらには，施策

の優先順位を明らかにし，水戸ならではの特色を打ち出すことが必要です。 

そこで，総合計画に位置付けた各種施策から，将来にわたって発展し，暮らしたいと思

える都市を実現するための原動力となる「人づくり」に焦点を当てた優先的かつ重点的に

取り組むべき施策を重点プロジェクトとして設定するものです。 

 
 

２．重点プロジェクト（案） 

 

① みとっこ未来プロジェクト 

子育て世帯にやさしい，安心してこどもを生み育てることができるまちとして，若い

世代に選ばれるよう，こども・子育て支援に重点的に取り組みます。 

 

          

② 若い世代の移住・定住加速プロジェクト 

若い世代が多様なライフスタイルを実現できるまちとして，住み続けてもらえるよ

う，スタートアップ支援，テレワークの推進，まちづくり活動に対する支援など，挑戦・

活躍することへの応援に重点的に取り組みます。 

     

資料２－② 



2 

 
 
 
 
【目指す姿】 

○子育て世帯にやさしく，安心してこどもを生み育てることができ，若い世代に選ばれる

まち 

○「まちの未来」そのものであるこどもたちをまち全体で育み，こどもがのびのびと育つ

まち 

 

【目標指標】 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

目標値 

（令和 10 年度末） 

子育てに関する支援や施設が充実してい

ると感じる市民の割合 

25.4％ 60％ 

年少人口（０－14 歳） 33,628 人 34,000 人 

 

【戦略的な取組】 

１ 経済的負担の軽減 

 出産・子育て応援ギフトによる妊娠時，出産後の支援 

 妊婦健康診査，産婦健康診査，多胎妊娠の妊婦健康診査の支援 

 不妊治療費，不育症治療費の助成 

 医療福祉費助成（妊産婦マル福，子どもマル福） 

 ０～２歳児保育料の軽減，段階的無償化 

 小・中学校新入生応援金による新入学時の支援 

 市立中学校給食費無償化の継続 

 市立小学校給食費の段階的無償化 

 結婚新生活支援，結婚支援事業の推進 

 子育て世帯の住まいの支援 

  

２ 相談・支援の充実 

 妊婦や子育て世帯への寄り添い支援（伴走型相談支援） 

 子育て世帯訪問支援 

 「すまいるママみと」を中心とした妊産婦支援 

 こども・子育て関連手続き等のＤＸの推進 

 放課後児童の居場所づくり 

 こどもの学習・生活支援 

 市民センターを活用した子育て支援 

  

Ｍｉｓｓｉｏｎ１ ～水戸の未来をリードするこどもたちを育む～ 

みとっこ未来プロジェクト 
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【目指す姿】 

○スタートアップ支援，多様な働く場の創出等に取り組み，若い世代の挑戦・活躍を応援

し，成長し続けるまち 

○「若い世代がいきいきと活躍できる場所」としての水戸の魅力を発信し，二地域居住等

の多様なライフスタイルに応じて，豊かに楽しみながら暮らすことができるまち 

 

【目標指標】 

指標 
現況 

(令和４年度末) 

目標値 

（令和 10 年度末） 

若い世代（15 歳から 30 歳代）の市民のう

ち，今後も水戸市に住みたいと思う人の割

合 

29.3% 50% 

事業所数 13,824 事業所 

（R3 年度） 

14,500 事業所 

移住相談件数 71 件/年 110 件/年 

 

【戦略的な取組】 

１ 若い世代が魅力を感じる多様な働く場の創出 

 切れ目のない創業・スタートアップ支援 

 中小企業の成長支援 

 企業誘致の推進 

 テレワークの導入支援 

 ワーク・ライフ・バランスの推進 

 

 

２ 若い世代に届くシティプロモーションの充実 

 高校生，大学生等から声を聴く機会の充実 

 若い世代に伝わる手法による情報発信 

 水戸市の多彩な魅力を発信する特設サイトによるＰＲ 

 若い世代を呼び込めるイベントの開催 

 まちづくりプレイヤーの活動支援 

 移住フェアへの出展や移住体験ツアーの実施によるＰＲ 

 若い世代のみとリターンの促進強化 

 

 

Ｍｉｓｓｉｏｎ２ ～住みたい，ずっと住み続けたいまちをつくる～ 

若い世代の移住・定住加速プロジェクト 



 
資料３ 

水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」の意見公募手続の概要について 

 

 

１ 公表期間 

  令和５年３月 10 日（金）から４月 10 日（月）まで 

 

２ 意見提出期限 

令和５年４月 10 日（月） 

 

３ 公表方法 

(1) 市のホームページへの掲載 

(2) 政策企画課，情報公開センター，出張所及び市民センターにおける配布 

 

４ 市民等からの意見数 

計      16 人        61 件 

提出方法 人数 件数 

（1） 郵  送         １人 19 件 

（2） Ｆ Ａ Ｘ         ０人 ０件 

（3） メ ー ル         14 人 41 件 

（4） 直接提出         １人 １件 

 

５ 意見の概要 

  別紙のとおり 

 

６ 今後のスケジュール 

  ６月 基本構想・骨子「素案」の意見公募手続 実施結果の公表 

  ７月 総合計画・骨子「素案」の意見公募手続 開始（～８月） 

  10月 総合計画「素案」の意見公募手続 開始（～11 月） 



水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要

第１

都市づくりの基

本理念

全体 1

公共交通機関については，弱い部分・偏っている部分が多いのではないか。県都として他とは違う改革をすることで，市民の生活向上だけで

なく，移住も狙えると考える。以下の方策を検討してはどうか。

・水戸駅を中心とした数駅間（例：内原～水戸～勝田）で頻発運転を行うことで，自家用車から鉄道へ利用を促進するとともに，渋滞の緩和

を図る。

・偕楽園駅の常設化による偕楽園・千波湖へのアクセス性の向上により，市内外の方からの集客の増加を図る。

・路線バスについて，幹線運行を15分程度の間隔で行うとともに，バスターミナルを設置し，拠点となる商店街を設置することにより，利便

性の向上，免許を持たない人も移住しやすい環境づくりを進める。

・行政機関の駅チカへの集約を行う。

水戸の未来をリードする

「こどもたち」を育むま

ちをつくる

2

令和弘道館宣言，学びのまち水戸の推進をすべきである。

水戸には学びを重んじる風土が深く根付いており，後の弘道館，現在の教育環境・生涯学習の充実へと繋がっている。教育環境としては，大

学が2校，高校が16校あり，質の高い教育が提供されているとともに，小中一貫教育の取り組みや児童健全育成事業など教育施策が積極的に実

施されている。生涯学習として，みと好文カレッジなどで幅広い分野の講座が提供されており，水戸芸術館，新水戸市民会館，茨域県立近代

美術館等の文化施設も数多く，充実している。水戸市が，こうした稀有な「教育・学びのまち」であることをより積極的にアピールし，移住

を促すポイントの一つとすることができると考える。

3
「快適な学習環境の整備」について，１学級あたりの生徒数が多すぎると感じる。１クラス20人程度にして，水戸市はきめ細かな教育，指導

をしているとアピールできれば子育て世帯の流入も期待できると考える。

4
教育機関が集中しているという利点について，茨城大学という歴史ある国立大学があるので，分散しているキャンパスを水戸に集結させるな

どできれば，さらに活気あふれる街になると考える。

5

「快適な学習環境の整備」について，改修工事，コロナ禍，プールの老朽化，熱中症などの心配から体を動かす機会が極端に減っている。体

育の時間を確保する，休み時間は毎日外で遊べるようにするなど当たり前の教育をすべきであり，市立学校であっても，格差が生まれてい

る。また，校舎の改修工事している学校も，工事していない学校と同じように教育が受けられるようにすべきである。教育への予算をもっと

増やし，「予算がないから出来ない」ことを理由にすべきでない。

6
「こども一人一人の個性と能力を伸ばすきめ細かな教育の推進」について，こどもは環境に影響を受けやすいことから，学習に対する意欲な

ど，同じ目的意識を集めた学校又はクラスを作るべきである。

項目

別紙

1



水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

第１

都市づくりの基

本理念

水戸の未来をリードする

「こどもたち」を育むま

ちをつくる

7

「デジタルを活用した教育，自然体験学習，芸術文化教育の充実」，「こども一人一人の個性と能力を伸ばすきめ細かな教育の推進」，「快

適な学習環境の整備」，「教育機関が集積し，こどもの教育に力を入れているまちとしての魅力発信」について，はなまる学習会を活用し，

教育改革をすべきである。最新の教育の考え方，あり方を取り入れるために，常に勉強し，子供たちの特性を理解して教育する人からのアド

バイスが必要である。

8

子供が安心して大きな声を出してのびのびと遊べる環境を作るべきである。

下校後に子供たちが遊ぶ際に，近隣から苦情が学校に入り，学校から注意を受けることがある。子供が安心して，のびのび遊べる場所がなく

なっている。

9
小学校には多くの問題があり，現場で子供目線に立って物事を考えることができ，子供のことだけを第一優先で考える人がいれば，保護者も

相談しやすく学校をよりよくしていくことが出来るのではないかと考える。

10

「教育機関が集積し，こどもの教育に力を入れているまちとしての魅力発信」について，高校までは集積しているが，卒業後の進学の選択肢

及びキャパシティーが足りないことから，主に東京方面へ流出し，そのまま定着していることを踏まえ，以下の高等教育機関を誘致すべきで

ある。

・水戸芸術館と連携した芸術系大学の水戸キャンパス

・市内就職率向上の為の専門学校（県内の豊富な食材を背景とした調理・製菓専門学校，海外観光客対応，ビジネス人材育成の語学専門学校

，市内ホテルへの人材供給の為のホテル観光コース関連学校，小規模事業者向けＤＸ人材供給の為の情報処理専門学校など）

市民の豊かな暮らしを実

現できる「経済発展」す

るまちをつくる

11

統一感のある「まちのデザイン」をすべきである。

特徴的な公共施設や多くの参加者が集まるイベントがあるが，全体としてみると統一感があるとは言い難く，「一つのキーワード」で水戸市

を表現できるような「まちのデザイン」がない。市民や国内外からの来訪者が水戸を想起できる，統一感のある「まちのデザイン」を意識的

に創り出していくべきである。

2



水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

第１

都市づくりの基

本理念

市民の豊かな暮らしを実

現できる「経済発展」す

るまちをつくる

12

水戸で副業・兼業・起業したい人に対する行政支援をすべきである。

副業・兼業で関わる関係人口の創出，拡大に取り組むべきである。地域住民との交流により，新たな地域資源を生み出し，水戸市を発展させ

るだけでなく，結果的に水戸市への定住を促す可能性がある。テレワークの活用により，副業・兼業が行いやすい環境づくりやPR活動を行う

ことが重要であり，起業を目指す人対しても，経営相談など，ソフト面での支援も行うことで，水戸市の発展・定住を促すことができるとと

もに，経済情勢に柔軟に対応できる環境づくりや，行政が，公的に起業家支援を行うNPO法人を支援する仕組みづくりが重要であると考え

る。

13

商店街の空家の持ち主と新規事業希望者のマッチングをすべきである。

市がそれぞれの情報を取得し，マッチング機能を果たすべきである。「水戸市空き家バンク登録物件媒介に関する協定」を締結したこともあ

り，マッチング件数は増加していくことが予想され，シャッター街と化した商店街の再生が期待できる。借り主が，勝手な改造，そして廃業

で契約期間を満たさないこと等が無いよう，持ち主を補償する仕組みや，持ち主が安心して貸しやすくなる制度の整備も，併せて必要であ

る。

14

水戸市民と市外の人，市外の人と市外の人の出会いをコーディネートする拠点を整備すべきである。

新たに水戸市に居住をはじめた人々は，新しいアイディアやユニークな経験を持っているが，それを水戸で活かすためのきっかけを掴めずに

いる。こうした人々の出会いの場となりえるのがコワーキングスペースであるが，水戸市内のコワーキングスペースは，水戸市に居住する事

業者の利用が少ない，人と人とをつなぐ役割のコーディネーターがいない等の理由により，出会いの場としては十分に機能していない。コ

ワーキングスペースを出会いの場として活用することで，水戸発の新しいビジネスが生まれる契機となり，街の活力につながると考える。

15

焼き畑型住宅開発からリノベーション型の住宅開発へ転換すべきである。

少子高齢化に伴い，焼き畑型住宅開発は，中心地の空き家・空き地問題を生むだけなく，新たなインフラ整備・維持管理費用，さらには災害

対策費用の増加で今後，財政を圧迫することが予想される。将来を見越して，焼き畑型住宅開発から脱却し，中古住宅やリフォームの優遇策

によるリノベーション型住宅開発へ転換すべきである。リノベーション型住宅を利用することで，新旧世代が入り混じり，これらの問題を解

決するだけでなく，ユニークな特徴を有する住宅地へと転成し，選ばれる地域として成長することが期待できると考える。

3



水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

第１

都市づくりの基

本理念

市民の豊かな暮らしを実

現できる「経済発展」す

るまちをつくる

16

30年後を見据えた駅周辺マンション開発を誘導すべきである。

駅周辺では複数のマンション開発が進められており，同エリアでの人口増加は今後も見込まれる。その一方で，マンションは居住者以外が敷

地内へアクセスすることが難しく，垂直型のゲーテッド・コミュニティ（要塞都市）が生み出され，周辺エリアとの隔絶が発生してしまう可

能性がある。市は低層階への商業施設の設置を促進するなどの取組を進めているが，今後も居住者以外にも利用可能な施設の設置を推進すべ

きである。また，比較的高額なマンション価格により，一定以上の経済レベルの市民しか居住できないエリアが発生してしまうと考えられ

る。都市機能を維持するためには，多様な市民が居住することが重要であり，特に医療従事者などのエッセンシャルワーカーのための住宅提

供も検討すべきである。海外での，アフォーダブル住宅の取組が参考になると思われる。

17

回遊性を意識した水戸駅～千波湖東岸エリアのまちづくりをすべきである。

徒歩の場合，途中に気軽に立ち寄れるショップや飲食店，休憩スペースなどがあまりなく，魅力的な街並みとは言えないのが現状である。水

戸駅から桜川河岸を通って千波湖に向かうまでのルートに道案内の設置を進めるとともに，周辺地域も魅力的な街並み，例えば景観を意識し

た設計・開発を進めることが求められる。さらに，徒歩での玄関口となる千波湖東岸エリア（千波大橋側）には，迎え入れる雰囲気づくりが

整備されていないことから，カフェ兼コワーキングスペースを設置することで，同エリアの魅力を高めることが可能になると考えられる。リ

モートワーカーを対象としたヒアリング調査では，市内には千波湖周辺のような景観の良い場所に，朝から夜まで利用可能なカフェ等がない

ことが不満として挙げられたことから，潜在的なニーズは高いと思われる。中長期的には，水戸駅から千波湖，偕楽園，大工町～銀杏坂エリ

アを徒歩で移動する，回遊性を意識したまちづくりが求められる。

18

ふるさと納税の返礼品として行政サービスを提供すべきである。

二拠点生活をする人も増加傾向にあるが，市外に住民登録をしている二拠点生活者は，水戸市で十分な行政サービスを受けることができな

い。二拠点生活者ををターゲットにしたふるさと納税返礼品としての行政サービス（例：一時保育サービス）を提供すれば，二拠点生活者の

増加も見込むことができる。

19
「プロスポーツチームとの連携」について，水戸にはホーリーホックや茨城ロボッツなどの試合日程や結果を水戸駅，赤塚駅前や新市民会館

などにデジタルサイネージを設置し，試合予定，開催場所，結果などを適時発信すべきである。

20
「観光資源の魅力向上による誘客促進」について，水戸駅，赤塚駅前や新市民会館などにデジタルサイネージを設置し，市内の美術館，博物

館の企画展などの情報リアルタイムで広報すべきである。

21
「観光資源の魅力向上による誘客促進」について，東武館や水府流といったユニークなコンテンツにスポットを当てるため，全国中学剣道大

会や古流泳法をテーマとしたマンガを募集し，出版，ネット配信を行い，国内外へアピールすべきである。
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水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

第１

都市づくりの基

本理念

市民の豊かな暮らしを実

現できる「経済発展」す

るまちをつくる

22

観光資源の魅力向上による誘客促進，地元産業の育成の観点で，インバウンド観光客をターゲットとした水戸市の魅力向上策を提案する。

・「昼も夜も楽しめる日本庭園リゾート」をコンセプトにリゾートホテルを誘致し，東京に来るインバウンド観光客が，水戸に１泊したくな

るリゾートブランドを構築する。

・水戸駅北口から中央郵便局までの商店街400ｍを「水戸レトロ街」としてリノベーションする。水戸城跡，弘道館含めて通年でライトアップ

し，昼も夜も楽しめる散策ルートにする。

・日本庭園リゾートエリアと水戸レトロエリアを結ぶモビリティ周遊コースとして整備し，電動キックボード，自転車，電動バスなど，イン

バウンド観光客が好む多様な移動手段を準備する。

誰もが生き生きと暮らせ

る「安心」できるまちを

つくる

23
「行政のデジタル化，まちのデジタル化推進」について，駅前等にデジタルサイネージを設置し，市の広報，緊急情報発信等に利用する。ま

た，学校に貸出し，デジタル人材の育成を図るべきである。

24

デジタル技術は加速度的に発展しており，これを市政に活用することは以前にも増して重要になっている。

行政のデジタル化，まちのデジタル化について，施策を具現化していくためには個別の計画が必要となるが，「水戸市情報化実施計画」は策

定されているのか。ＤＸに関する計画についてはＰＤＣＡサイクルの循環によって弁証法的にデジタル社会を発展させ，地域の期待に応えら

れたい。

25

暮らしをイメージできる情報提供をすべきである。

水戸市に移住した人に，より早く水戸での暮らしに馴染んでもらうよう，暮らしをイメージできる情報をよりわかりやすく提供することが必

要である。例えば，情報を発信している水戸市公式LINEは，充分に知れ渡っているとは言えず，こうした暮らしに役立つ情報を，短い動画と

して伝えることで，よりわかりやすい情報提供ができると考える。市役所の待合所や市民センターなどで流すことで，移住者だけでなくまだ

利用していない市民にも広めることが可能となる。

26

定住者だけでなく二拠点生活者を増やす発想転換をすべきである。

「二拠点生活者」が増えており，二拠点生活者の多くは20代から40代の働き盛りの世代であり，住民票がなくても様々なかたちで街に活力を

与えている。こうした二拠点生活者にも，住民票のある市民と同様の行政サービスを提供することで，多くの若い世代を惹きつけ，短期的に

は街の活性化に，中長期的には定住人口の獲得につながると考える。

5



水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

第２

将来都市像
27

「魁」は「先駆ける」「他者に先んじて敵中に攻め込む」の意味があるので，「子どもを育む，暮らしを楽しむ，未来に躍動する「魁」のま

ち水戸」の表現は違和感がある。

「○○○に先駆けて子ども育む」，「○○○に先駆けて暮らしを楽しむ」，「○○○に先駆けて未来に躍動する」「○○○」は何を入れれば

よいだろうか。

第３

人口の経済の展

望

28

人口の設定について，目標が令和15年度維持となってるが，目標として妥当なのか。

現状維持の人口が水戸市として総合計画を立案していく中で適正な人口ということなのか。

人口減少してきた要因及び今後，何もしなかった時の人口減少予測，総合計画での施策による人口増加目標等を検討してきたと思うので，詳

細を提示されたい。

29

交流人口について，イベントや魅力的な発信交流拠点等を重点置いているが，市民の通常の生活の中での交流を増やす施策はどのように考え

られているのか。

コロナ禍において，通常生活の中での交流機会をどのように増やしていくのかは総合計画とは別に水戸市として早急に対応すべきことではな

いか。

第４

都市空間整備構

想

30

偕楽園駅の常設化をすべきである。

駅の常設化による交通の交流拡大だけでなく，偕楽園全体の観光拡大，人的交流の活性化を検討すべきである。

これからの少子高齢化を考えると今実施しないと，間に合わない。

31

水戸大洗IC付近の水田地(東前団地の国道を挟んだ反対側)に工業用の土地を造成してはどうか。

常陸那珂港に近く，茨城空港とも高速道で直通しているため，貨物便の増加により港，空港の発展にも一役買うのではないか。

添付した画像【＊】は全くの妄想であるが，将来のため，この程度大規模に行うべきである。道路の接続は国道51号の他245号側にも設けると

ともに，それに合わせて，常澄駅前に宅地開発もしくは高層集合住宅ができればなお良いと考える。

コンパクトシティについて，常澄駅周辺は含まれていないが，駅周辺を中心に機能を集積させる考えに則れば，決してコンパクトの方針から

外れた考えではないと考える。何より，苦境にあえぐ大洗鹿島線の生き残りのためにも検討すべきである。

32
都市核としての中心市街は，昨今のマンション建設ラッシュに伴う人口の増加傾向にあるものの，周辺地域の開発が拡大の一途をたどってお

り，ネットワーク型とは言え，コンパクトシティの一般的な概念とは大きく異なっている点について，表現としての違和感がある。

33

都市機能の集積について，車以外に路面電車の様なものが整備されれば，高齢者も都市核へアクセスしやすくなるではないか。水戸市民会館

や京成百貨店，偕楽園は水戸駅から離れていて，高齢者が徒歩で向かうのは大変であり，バスもそこまで便利とは言えないのが現状ではない

か。ＳＤＧｓの観点からも都市核では車の量を制限し，代わりに路面電車網を発達させれば高齢者にも優しいにぎわい溢れる街になるのと考

える。
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水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

第５

施策の大綱

１

まち全体で「こどもたち

を育むみと」

34
「子育て世帯の経済的負担の軽減」について，申請など必要な補助金や給付金などは，申請に手間がかかるので，負担を軽減する方法として

「減税」すべきである。

35

学校教育における，特別支援教育に力を入れるべきである。現場の教員の努力や，総研の特別支援担当の尽力だけでは，対応しきれない状況

であり，市長の主導のもと，体制を強化し，根本的に改革，改善すべきである。

・総合教育研究所の相談や学校への指導をするための人員が少なすぎる

・通常学級での合理的配慮の理解が乏しい

・通常学級在籍で支援が必要な児童生徒に支援計画・指導計画が作成されていないことがある

・小学校から中学校へ進学時に，支援の情報が引継ぎされないことがある

・支援員に，支援や学習がお任せになってしまっていることがある

・コーディネーターが機能していない学校がある

・管理職が，特別支援教育に理解がないことも多い

・就学相談の検査が，その後，支援や指導に活用されにくい

など，課題が山積みである。

２

多くの人が集い，産業が

集積する「活力あるみ

と」

36

働く場の創出にあたって，パワハラ・セクハラなどのハラスメントの被害を受けている人たちの支援や相談窓口の強化が必要である。また，

いわゆるブラック企業への対策も強化し，安心して働ける環境を整える必要がある。さらにテレワーク，リモートワークの推進も強化すべき

である。

37 法人税を標準税率に戻す又は減税すると，税収が上がり，経済発展するまちになる方法として減税の推進すべきである。

４

市民と行政で「共に創る

みと」

38
持続可能な行政経営として，予算（人件費を含む）と決算，評価を紐づけした事務事業評価シートの作成し，評価シートを水戸市ホームペー

ジ上での公表すべきである。

39

地域拠点が分散しているなかで，「こどもを育む」施策をどのように実践・展開していくのかについて，今後の具体の展開が見えにくいもの

であることを懸念する。

分散された拠点は，それぞれがその性格を異にしており，特色を発揮することが期待されるものと考えている。そこに住むこどもたちをどう

育むかについて，地域住民の共通理解が必要であり，その機会をつくる施策を今後の施策に盛り込む道筋を示すべきである。

特に，掲げられた方針に基づき，実現に向けた具体の行動の主体となるべく住民等の巻き込みが最も必要であると考える。IT等の機能もフル活

用した新しい時代の地域コミュニティ形成に向けた施策等の基本方針を示すべきである。

7



水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

その他

（政策提案等）
40 障害者保健福祉手帳のデジタル版ミライロIDにマイナポータル連携をさせてほしい。

41
人口減少，少子高齢化問題に市民を巻き込むには数値化し問題点の共有化が必要である。人口減に伴う関連事項を開示し，市民協力を得ると

ともに，歳入・歳出のバランスを前提とした構想が必要である。

42
市町村合併により，重複する業務にかかる職員・物品等の費用が低減するほか，漁業関連など施策の幅が広がることで，それに伴い増収につ

なげることができると考える。あわせて，「ふるさと納税品」の税収収入につながると考える。

43
ＩＴ化により生み出される市庁舎等の空きスペースにＩＴ産業を誘致し，働く場所を確保することにより，人口減少を食い留め，歳入増加を

図るべきである。あわせて，ＩＴ専門学部を高校，大学に新設し，技術者を創出し，ＩＴ産業都市を目指すべきである。

44
農地の大農場化を進めるとともに，事業団を誘致し，付加価値野菜を生産するなど，地産商品をブラシアップすることにより就労人口を増や

し，歳入増加を図るべきである。

45 他県や空港と連携したパッケージを作り，協働で観光人口を増やし，歳入増加を図るべきである。

46 水戸駅北の旧50号に青空市場を開設し，地産の新鮮野菜等を販売するなど，まちなかの商店を活性化することにより，歳入増加を図る。

47 組織を用務別にし，利用者が一か所で手続きを完結できるようにし，市職員を３割減し，費用を削減すべきである。

48
人口減にあるべき市会議員数を模索するとともに，議会開催を最小限にするほか，インターネットを活用するなど，費用を削減するべきであ

る。

49
全部署の備品調達の一元化や，県内市町村の備品の一括購入によりコストダウンを図るほか，委託について，他県業者を参入させることによ

り，費用削減を図るべきである。

50
庁舎全体を太陽光発電にするとともに，公用車の軽ＥＶ化を図るほか，市内において，100円小型バス（ＥＶ車）を運行することにより，市内

への車の乗入を抑制し，費用の削減を図るべきである。

51 広報みとの発行は月１回，二色刷りとし，年間行事は保存版で配布することで，費用の削減を図るべきである。
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水戸市第７次総合計画基本構想・骨子「素案」　意見公募手続　【意見の概要】

番号 意見の概要項目

別紙

その他

（政策提案等）
52

健康寿命者の推移，介護施設入居者数の推移，病名の実態報告等を開示し，それに対応する健康イベントを実施し，健康寿命長寿市を目指す

ととともに，介護費用，健康保険費の縮減を図るべきである。

53
市民サービスの向上図るため，市内100円バスの運行すべきである。このことにより，車で行く必要もなくなり，ＣＯ２削減市のイメージアッ

プを図ることができる。

54
住民票の受け取りはコンビニが安いのはなぜか。市民サービスの向上を図るため，同じ端末を市や支所に置き，コンビニへの手数料分安くす

べきである。

55 野菜Ｂ級品，賞味期限ぎりぎりの品を利用するなどして，給食の無償化を実現し，市民サービスの向上を図るべきである。

56
水戸市は，資源ごみの売上を各自治体（町内会）へ還付しているのか。収支はどのような状況か。

衣類品は袋詰めではなく紐縛りなのはなぜか。衣類はランク分けすれば支援品になるのではないか。

57 し尿をし尿処理場で堆肥化し販売してはどうか。水戸市はどう処理しているのか。

58
他市と比べて，介護保険料は２万，健康保険料が３万高い。

水戸市は健康寿命短い。

59

水戸市の中心部分の周辺部に空き家が目立ち，また，学校と周りの地域と融合を感じられない。空き家対策，学校や周辺部の市の施設を核に

した活性化を総合計画に中で検討すべきである。

・空き家を把握し，どのように再利用するのか市民と考える場を設けるべきである。

・学校や周辺部の市の施設を核にした活性化として，市の中心と周辺を結ぶ小型周回バスなどや，高齢者だけでなく，小さいこどもがいる母

親などが手軽ににぎわい交流の場に行ける手段を考えるべきである。

・近隣の高齢者に協力してもらい，学校周りのパトロールをするなど，セキュリテイを考えても，学校と近隣町内会が交流すべきである。

60
吉田神社の秋祭りなども水戸市のイベントととらえるなら，現在，下市の一部の町内で運営している山車（７台）を水戸市全体に広げて，山

車を出すようにすれば，交流の場の１つになると考える。
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番号 意見の概要項目

別紙

その他

（政策提案等）
61

水戸といえば偕楽園や黄門様，そして納豆が挙げられるが，いずれも正直古臭い枯れたイメージで，今時の若者には響かないと考える。

水戸芸術館は他県の人には知られておらず，シンボルタワーのみ僅かに知名度はあるものの，ネット上では納豆タワーと言われる始末であ

る。これらも茨城県の魅力度最下位に関わっているように思えてならない。江戸時代の遺産におんぶに抱っこの現在から脱却し，新しく洗練

された水戸ならではの魅力を発掘するのが難しいのは重々承知しているが，水戸市のイメージアップにつながる新時代の水戸名物を，特に若

者を中心として考え，作り上げ，未来へつなげられたい。
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資料４ 

 

第１回ｅまちづくり提案事業の結果について 

 

 

 

 

１ 事業の目的 

   新たな水戸のまちづくりのビジョンである水戸市第７次総合計画の策定に当たり，本市の市政運

営に参加されている方々から，インターネットアンケートを通して寄せられた意見・提案等を反映

させながら，市民と行政との協働による計画づくりを進めることを目的とする。 

 

２ 事業の概要 

・対 象 者  水戸市インターネットモニター及び令和４年度市政モニター 

・対象人数  1,581 人（インターネットモニター1,569 人，市政モニター12人） 

・事業期間   令和５年３月 15 日（水）から３月 28日（火）まで 

  ・実施方法  いばらき電子申請・届出サービスを利用したインターネットアンケートを電子メー

ルで対象者へ送付 

  ・内  容  ①基本構想・骨子「素案」のうち， 

          (ｱ) 都市づくりの基本理念 

          (ｲ) 将来都市像 

          (ｳ) 目標交流人口 

          （ｴ）都市空間整備構想 

          について，「良いと思う／どちらかといえば良いと思う／どちらともいえない／ 

どちらかといえば良くないと思う／良くないと思う」から選択してもらい，具体

的な意見がある場合は記入していただく。 

         ②回答者の属性 

          (ｱ) 性別 

          (ｲ) 年齢 

          (ｳ) 居住地（市内，県内，県外） 

                    (ｴ) 職業 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

３ 結果の概要 

（１）提案者数 

対象者数 回答者数 回答率 意見数 

1,581 人 48 人 3.0％ 50 件 

 

（２）提案者のプロフィール 

１）性別 

男性 女性 その他，回答しない 

54.2％ 41.7％ 4.2％ 

 

２）年齢別 

20 歳未満 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 歳以上 

2.1％ 4.2％ 10.4％ 29.2％ 25.0％ 22.9％ 6.3％ 0.0％ 

 

 ３）居住地別 

水戸市内 
茨城県内 

（水戸市外） 
茨城県外 

89.6% 10.4% 0.0% 

 

 ４）職業別 

会社員 会社役員 自営業 
パート・ 

アルバイト 
学生 主婦（夫） 無職 その他 

37.5% 6.3% 10.4% 18.8% 0.0% 12.5% 6.3% 8.3% 
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（３）－１ 意見・提案の概要 

0% 50%

知っていた 18 件 37.5%

知らなかった 30 件 62.5%

良いと思う 29 件 60.4%

どちらかといえば良いと思う 17 件 35.4%

どちらともいえない 2 件 4.2%

どちらかといえば良くないと思う 0 件 0.0%

良くないと思う 0 件 0.0%

0% 50%

良いと思う 27 件 56.3%

どちらかといえば良いと思う 17 件 35.4%

どちらともいえない 2 件 4.2%

どちらかといえば良くないと思う 1 件 2.1%

良くないと思う 1 件 2.1%

0% 50%

良いと思う 26 件 54.2%

どちらかといえば良いと思う 16 件 33.3%

どちらともいえない 4 件 8.3%

どちらかといえば良くないと思う 2 件 4.2%

良くないと思う 1 件 2.1%

0% 50%

良いと思う 32 件 66.7%

どちらかといえば良いと思う 9 件 18.8%

どちらともいえない 6 件 12.5%

どちらかといえば良くないと思う 1 件 2.1%

良くないと思う 0 件 0.0%

問 設問内容 選択項目 回答件数 割合
100%

1    総合計画をご存知でしたか。

2-1

　基本理念について

　新たな都市づくりの基本理念として，次の３つを掲
げることについてどう思いますか。
・水戸の未来をリードする「こどもたち」を育むまちをつ
くる
・市民の豊かな暮らしを実現できる「経済発展」するま
ちをつくる
・誰もが生き生きと暮らせる「安心」できるまちをつくる

2-2
具体的にご意見がある場合はご記入ください。（2,000
字以内）

いただいたご意見は（３）－２のとおり

100%

3-1

将来都市像について

　３つの基本理念を踏まえ，水戸市の目指す将来都
市像を次のとおり掲げることについてどう思います
か。
「こども育む　くらし楽しむ
　　　　　　　　　　みらいに躍動する　魁のまち・水戸」

3-2
具体的にご意見がある場合はご記入ください。（2,000
字以内）

いただいたご意見は（３）－２のとおり

100%

4-1

目標交流人口について

　水戸市第７次総合計画においては，将来にわたっ
て都市を発展させていくため，交流人口や関係人口
の増加を図り，新たな活力，にぎわいを創出すること
とし，展望する将来人口として，「目標人口」 及び 「目
標交流人口」 を定めることとしています。
　目標交流人口として，「にぎわい交流人口」と「まち
なか交流人口」を設定することについて，どう思いま
すか。

4-2
具体的にご意見がある場合はご記入ください。（2,000
字以内）

いただいたご意見は（３）－２のとおり

100%

5-1

都市空間整備構想について

　都市空間整備の方向として，
「水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ」
を目指すことについて，どう思いますか。

5-2
具体的にご意見がある場合はご記入ください。（2,000
字以内）

いただいたご意見は（３）－２のとおり
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（３）－２ 自由記述一覧 

問２　基本理念について

意見 性別 年齢

1

　10年程前に引越してきました。水戸の第一印象は、夜がとても暗く、一人で歩くのが怖かったです。都市ではマンションやビル
の明かりがありますが、一軒家が多く、シャッターも閉まっており明かりが漏れず、街灯も驚くほど少なく暗く、歩行者もほぼ居なく
て車ばかり、バスやタクシーも少なくて、安心とは程遠く感じました。病院や大きな公園にも全て車が必要、公共交通機関の少な
さ、歩行者が少なく、店もまばら、車を運転出来ない人は、生活出来ない街なんでしょうか。自転車を乗るにも道路はガタガタ。子
供達が遊ぶ公園は千波湖だけではないはずです。近所の公園は錆びたボロボロの遊具が、民家のちょっとした間にあるだけで、
遊んでいたらすぐそばに家があるのでうるさいと苦情。子育てにはとても不便を感じます。子供を遊びに連れて行く場所、楽しむ場
所がほとんどありません。結局ひたちなかなどに車でわざわざ遠出して遊びに行くのです。偕楽園、弘道館、歴史のある街をけな
しているのではありませんが、今現在を生きている人達が、快適な街作りを期待しています。
理念には賛成ですが、具体的に何をするのかが全く伝わりません。
結局、車社会では、街は廃れる一方だと思います。

女性 40代

2

　1. 少子高齢化によって人口減少が続いている現状の対策について
　　   結婚・出産に対する意識の変化の対応策
　　   結婚を希望する若者への援助(県では,マリッジサポーターが活動しているが,水戸市では？)
　　   出産・子育てへの援助(経済的負担の軽減や安心して子育てができる環境整備等)

　2. 経済発展成長
　　   技術進歩が重要(企業家の育成等)

女性 70代

3
子育てしやすい街を掲げている周辺市町村から比べると、制度的にも見劣りするように感じます。「子どもを育むまち」とするなら、
収入的に不安のある若者世代を応援し、子どもに掛かる負担を減らしたり、暮らしに掛かる様々な費用を補助するなど、子育てし
やすく老後の負担も心配ないまちづくりが必要であると考えます。

女性 60代

4
もともと水戸市に住んでいるのではなく、中学・高校や大学への通学のために水戸市へ来ている（あるいは一時的に移り住んだ）
層は少なくありません。その層を取り込むことで、若年層の人口を増やせると思います。水戸市外から通学している学生に対し
て、経済支援や、地域の催しへの参加を促す広報活動などをするのはいかがでしょうか。

その他，
回答しな
い

20代

5
安心してと言うなら、歩道完備を。日赤脇の道は通勤路としてかなりの交通量、にもかかわらず20年以上たった今でも何も変わら
ず。死と背中合わせ

女性 40代

6

基本構想は、理解できるものです。しかし、未来のこどもに託す具体的ビジョン、中長期戦略構想が絵空事にならないように、しっ
かりとした具体策が必須要件となります。待機児童ゼロと言っておきながら、その実態もしっかりと確認もせず、実質、飽和状態を
作ってしまっていて、現場を理解もせず、形だけで満足してしまっていては、全くといって位、信用できません。まず、現場実態を把
握して、構想を練っていくことを求めたいと思っています。

男性 60代

7

子ども達が遊べる施設や様々な体験活動などができる場を、我が家の息子はあと一年で小学生が終わってしまいますがこれか
らの子ども達の為にもっとあるといいと思います。

市内には6か所の市立図書館と県立図書館があり他の市町村よりは恵まれていると思いますが、笠原地区に住んでいて色々な
図書館を子どもが小さい時は頻繁に利用していましたが、最近は子どもも自分も生活が忙しくなりもっと近くに図書館ができたらと
願っています。返却期限を考えると、なかなか最近は前ほどは通えません。笠原地区は人口も増えていますし、南部図書館の話
も出ているようですが、県庁近辺に是非作って頂きたいです。

水戸駅北口が、丸井やLIVINなどが撤退してから寂しい感じです。大工町から泉町そして南町も、歩いている人はあまりいませ
ん。生まれてからずっと水戸に住んでいて、街の中が活気がないのが時代の流れもあるのでしょうが残念です。最近は駐車場や
マンション建設のイメージがあります。南口は、昔に比べるとだいぶ開発されたと思います。

女性 40代

8
子供が移住するためには、親世代の負担が減ることを目的とした施策（持ち物の氏名記入廃止、PTA活動見直し、理解度に合わ
せた学習支援、教員の質向上教育、学区の自由化等）

男性 30代

9

「安心」できるまちをつくるのであれば、那珂川下流部・涸沼川下流部の洪水対策をぜひ実施して欲しい。

那珂川上流部は築堤がすすんでいるが下流部、特に湊大橋より下流部は全くの手つかずの状態である。

令和１年と同程度の水位となれば下流部は令和１年より深刻な被害が想定されると思う。平成１６年に発表された那珂川下流域
の洪水対策の設計図（常陸河川国道事務所）によれば平成２２年度末完成予定と有るが実際には全く工事はなされていないの
が実情です。ぜひ検討をお願いします。

男性 60代

10
3つの基本理念がバランス良く実現出来ることを望みます。どれかに比重が傾くことがないようにしてほしいです。それと、すべて
の世代を支えている現役世代のケアも忘れないようにしてください。

女性 50代

11 経済発展と教育は関連があり、どちらも重要だと思います。 女性 40代

12 水戸の未来、よりは日本の未来、あるいは世界の未来をリードする、とされた方が良いように思います。 男性 30代

13 『こどもたち』を育みたいのであれば 税金、予算面で兵庫県明石市を参考にしてみるといいと思います。 男性 30代
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14
夜間バス１時間に1本でも深夜１時2時位迄あるといい！
運転代行の補助金
子供を増やす為の補助金や助成金

男性 50代

15

・こどもの事を考えるのであれば、信号機がない横断歩道を無くす政策、交通ルールを守らせる必要があり、厳しく取り締まって欲
しい。

・道路が狭く、常に渋滞をしているイメージ、何をするにしても道路の渋滞がひどいので結局市内は住みずらく感じる

・まず、役所の方々が役所仕事ではなく人間らしくなって欲しい。

　交通ルールを含め、役所で働く人たちがルールを率先して守って欲しい。

男性 40代
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問３　将来都市像について

意見 性別 年齢

1 良いと思いますが具体的に何をされるのか全く伝わりません。 女性 40代

2 素晴らしい案であると思いますが,まずは職員の質の向上！ 女性 70代

3
生活道路が凸凹だったり白線が消えていたり、人通りはあるのに夜間の道路が暗かったりするなど、暮らしにくい部分の改善を
早急に行っていただきたいです。現在の市は大型開発に熱心な印象を受けます。

男性 40代

4 他県の発展の仕方を学んでほしい。 女性 40代

5 絵空事、単なるアドバルーンにならないようにしっかりとやっていただきたいと思ってます。 男性 60代

6
詳細を読まなければ分からない様なキャッチフレーズは好みではない。
また、語呂が良いとは感じられない。

その他，
回答しな
い

50代

7 茨城県の県庁所在地として、これからも歴史を大事にしながら生活しやすい魅力ある街になったらと願います。 女性 40代

8

こども政策を行うなら、まずはこどもを守る政策をお願いします。4月から設置させるこども家庭庁と連携を取り、まずは今現在危機
にある、虐待やいじめで苦しむ子どもたちの命を守る政策を。水戸市独自の相談窓口の設置、全学校にカウンセラーを配置・増
員、児童相談所や警察との連携強化などお願いします。こどもの貧困に関する調査と支援も必要です。

最近は各自治体でネット・ゲーム依存症対策としてゲームを規制する動きがありますが、これに追随しないようにしてください。依
存症の原因がゲームだという科学的な根拠がありません。これからのデジタル社会を担う人材の育成の為にもインターネットやス
マートフォン、ゲーム等を子どもから引き離すような事は避けるべきだと思います。

発達障害を抱える家庭への支援もお願いします。プログラミング教育を積極的に行い、指導できる教員を増やすと良いと思いま
す。子育て家庭への支援、給付型奨学金の充実などもお願いします。

女性 40代

9 魁という言葉の意味がわからない方にも理解できるようにされると良いと思います。 男性 30代

10
まちなかに緑(公園)が少ないと感じています。
市の中心部を離れると 七ツ洞公園、森林公園等有るが まちなかは シャッターの閉まった 店舗等が目立つ。
そもそも 基本の方針はいいのですが、具体性が見えない。

男性 30代

11

本当にそう思うなら、お年寄りより子育て世代、お子さんが居る方に有利な政策が必要
但し、平等に
虐待等には厳しい対応と公表
少なからず義務教育学校の先生の労働環境の改善（教える側が安心して教えられる環境作り
子供を安心して遊ばせる少額施設が少ないと感じる(野外プールがない

男性 40代

12

プロスポーツチームとの積極的な連携については反対。スポーツに対して幼少時の同級生からのいじめや教員からの体罰を思
い出すため距離を置きたい。
また、「こどもを育む」について、こどもがいない（できない）世帯やLGBTQへの配慮が足りない。
行政の業務を肩代わりさせている「町内会」や「自治会」の文言が無いのは評価できる。町内会や自治会は悪影響しか無い。す
べて廃止すべき存在。

男性 40代
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問４　目標交流人口について

意見 性別 年齢

1 良いと思いますが、具体的に何をされるのか全く伝わりません。 女性 40代

2
水戸市からつくば方面に行く交通手段を増やして欲しい。
JRは何回も乗り継ぎがあり高速バスは本数が少なすぎる。

女性 60代

3 呼び込み型のイベントや外需頼みばかりではなく、日常的に市民が利用できるような施設の充実を願います。 男性 40代

4 駅からアクセスしやすい施設（コンサートホールやスタジアム、商業施設）やそれに係る無料大駐車場が必要。 女性 40代

5
市民会館については、多額の税金を投入して建てられたものなので、愛されるシンボルとしての評価を獲得できるように努力して
いただきたいと思っています。

男性 60代

6
市民会館ができ、街中に活気が出るといいですが、駐車場が心配です。大規模イベントがあった際には、どれ位あの近辺が混雑
するのかも気になります。

女性 40代

7
市民会館と百貨店を結ぶ通路建設よりも国道50号における車両の路上駐停車による車線が1車線貸している点について施策を
検討することを推奨します。これにより、渋滞発生の一因となっており、市民の満足度低下につながっていると考えます。

男性 30代

8

にぎわい交流人口については、梅まつりや黄門まつり以外にも特色あるイベントを開催できたら良いかと思います。千波湖周辺
は特色ある場所なので、これを活用したライブなどの野外イベントや水上イベントも可能かと思います。話題のアニメやゲームとの
コラボも良いと思います。市内の政財界人を呼んだチャリティ歌謡祭など、本気でふざけたイベントをやっても面白いかもしれませ
ん。
まちなか交流人口については、完成した水戸市民会館の活用を。大物アーティストを呼ぶだけでなく、市民芸術祭や市内の高校
の演劇祭などでも活用されるといいなと思います。市民会館への交通アクセスの改善と商店街の活性化も必要だと思います。

女性 40代

9
交流する前に 個々の家族が安心して暮らしが築けた上で、他の人の交流が有るべきかと。

特に若い世代は 繋がりがー と言って 基本をおろそかにして 外へ出て交流したいことが先行すると思う。
男性 30代

10 最近はイベントの告知があまりされてないと思うので宣伝を広く行なってほしい。 男性 50代

11

やる事は悪い事ではないが、
道路渋滞が緩和出来ないので望んでません
市内に住んでいる人が我慢を強いられて何も見返りがない事は辞めて欲しい
その為、自分は参加しないようにしています。

男性 40代

12
市民でも知らないイベントが多い。子どもが学校からチラシを持ち帰ってきて初めて知るイベントも多い。
もっと上手く広報できたら良いな、と思う。

女性 40代
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問５　都市空間整備構想

意見 性別 年齢

1
コンパクト化にするには具体的に何をするのでしょうか？ネットワークの充実とは？交通機関でしょうか？職員同士の連携です
か？
さっぱりわかりません。

女性 40代

2
私は水戸市中心街からだいぶ外れた地域に住んでいますが、市の中心街にアクセスしづらく、クルマ移動が必須です。公共交通
機関の充実も重要ですが、民間と競合しないような地域巡回バスの運行をお願いしたいです。

男性 40代

3 県都水戸としての確固たるダイバーシティの開発、発展を情報発信していただければと思います。 男性 60代

4

目指す事自体は良いのではないか。
ただ、理想を求めているだけで実現性が感じられない。
何を行いたいのか不明。
頭の良い人達が机上で仕事をしている感じがします。

その他，
回答しな
い

50代

5 水戸駅と郊外を結ぶ交通機関の充実を求めます。 男性 30代

6
ネットワーク型コンパクトシティを目指すなら、行政でのデジタル活用の推進をお願いします。行政手続き、災害時の情報収集や
伝達、遠隔診療、遠隔授業もデジタルで行えるようになると良いと思います。

女性 40代

7
現実としては県庁付近を中心としてエリア指定区域とされる市街化調整区域において分譲地の開発が急速に増えており、目指し
ているコンパクトシティの方向性とずれが生じているように見えます。
この新興住宅街と拠点との繋がりをどう作っていくかについて言及されると良いと思います。

男性 30代

8 コンパクトシティはいいと思う。空き家、空き店舗が多数有るので 再開発するレベルで利便性の向上を考えてほしい。 男性 30代

9 ネットワークに弱い世代、人の事も考えてほしい！ 男性 50代

10
言っている事は素晴らしいが、原資が心配なことと、実現可能な具体性が無い
水戸市の道路状況より集積型は辞めて欲しい

男性 40代

11
街はもっとコンパクトであるべき。好んで過疎地域に住む住民にはインフラ整備に見合った増税や自前での整備をさせるべき。
スポーツについては強要すべきではない。

男性 40代

 



参考資料

目指す姿

1 まち全体で「こどもたちを育むみと」

1-1 こどもを生み育てやすい社会の実現

1-1-1 子育て世帯にやさしいまちづくり 子育て世帯にやさしい若い世代に選ばれるまち

1-1-2 安心してこどもを生める環境づくり こどもを生みたいと望む人が安心して妊娠・出産・子育てができるまち

1-1-3 こどもたちを見守り・育む「つながり」づくり まち全体でこどもたちを見守り・育むまち

1-2 未来をリードするこどもたちの育成

1-2-1 一人一人の個性を伸ばす教育の推進 こどもたちの夢の実現を応援する教育を受けられるまち

1-2-2 快適な学習環境の整備 安全安心かつ快適に学習に取り組める環境の構築

1-2-3 若者が主役になれる活動・社会参加の促進 若者が健やかに成長でき，様々な経験を積むことができるまち

2 多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」

2-1 地域経済をけん引する活力づくり

2-1-1 誰もが生き生きと働ける環境づくり 若い世代をはじめ誰もが活躍できるまち

2-1-2 地元企業が成長するまちづくり 地域経済の中核を担う地元企業が成長するまち

2-1-3 安心な食を支える農業の振興 農業が持続的に発展し安心で良質な農産物を安定供給できるまち

2-2 水戸らしさを生かしたにぎわいの創出

2-2-1 まちなかの活性化 集積する都市機能や資源を生かしたにぎわいあるまちなか

2-2-2 多くの人が訪れたくなるまちづくり 水戸ならではの魅力を感じられ観光客にも選ばれるまち

2-2-3 水戸のまちを楽しめる交流拠点づくり 水戸ならではの様々な資源の魅力を高め，こどもや若い世代をはじめ誰もが楽しめるまち

2-3 都市の活力とにぎわいを支える基盤の強化

2-3-1 水戸らしいコンパクトな都市構造の構築 都市核を中心とするコンパクトシティの構築

2-3-2 公共交通・自転車に乗りたくなるまちづくり 安心して移動，外出できる環境の構築

3 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」

3-1 健やかに暮らせる環境づくり

3-1-1 市民一人一人の健康づくりの推進 市民が生涯を通して生き生きと健やかに暮らすことができるまち

3-1-2 生命と健康を守る医療環境の充実 将来にわたって安心して医療サービスを受けられるまち

3-1-3 健康危機管理の強化 様々な健康危機から市民の安全を守ることのできる環境の構築

3-1-4 人と動物がしあわせに暮らせるまちづくり 人と動物が共生するまち

3-2 支えあい，助けあう社会の実現

3-2-1 地域の支えあい，助けあいの推進 誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまち

3-2-2 高齢者が健康に安心して暮らせるまちづくり 高齢者の健康で生きがいのある暮らしの実現

3-2-3 障害者（児）支援の充実 障害者が安心して自立した生活を送ることができるまち

3-2-4 社会保障制度の適正な運営 安定した生活を営める環境の構築

3-3 災害に強いまちの構築

3-3-1 危機管理・防災対策の充実 あらゆる事態に備えた危機管理・防災対策が充実しているまち

3-3-2 治水・雨水対策の推進 浸水被害を軽減し，市民の安全・安心を守るまち

3-3-3 消防・救急の充実 火災や救急等の緊急時に的確に対応し，市民の命と暮らしを守るまち

3-4 暮らしを支える基盤の強化

3-4-1 交通安全・防犯の充実 交通事故や犯罪のない，市民が安心して暮らせるまち

3-4-2 水道水の安定供給と生活排水の適正処理 生活を支える水道水の安定供給と生活排水の適正処理による快適な暮らしの実現

3-4-3 安全で快適な道路環境の整備 快適に移動できる道路網の構築

3-4-4 憩いとゆとりのある魅力的な公園・緑地の整備 日常生活に憩いやゆとりを提供する公園・緑地が身近にあるまち

3-4-5 快適に暮らせる住環境づくり 住みたい，住み続けたいと思える快適なまち

3-4-6 安らぎを感じられる斎場・霊園の充実 火葬需要の増加，墓地ニーズの多様化に対応するまち

4 市民と行政で「共に創るみと」

4-1 市民が活躍するみとづくり

4-1-1 コミュニティ活動の推進 地域コミュニティ活動が盛んな活力あるまち

4-1-2 ボランティア・ＮＰＯ活動の促進 市民が主役となってまちづくりに参加できる環境の実現

4-1-3 ジェンダー平等の実現に向けた取組の推進 性別にかかわらず個性と能力を発揮できるまち

4-1-4 みとの価値を高めるアイデアを創出する場の充実 市民，事業者等との連携により様々な課題や社会の変化に対応できるまち

4-1-5 芸術文化の振興 水戸らしい芸術文化の創造・発信により誰もが芸術文化に親しむことができるまち

4-1-6 生涯学習・スポーツの推進 市民の「学ぶ意欲」，「楽しみたい気持ち」を叶えられるまち

4-1-7 消費生活の向上 自ら判断し行動できる消費者市民社会の実現

4-2 未来につなげるみとづくり

4-2-1 ゼロカーボン・エコシティの実現 CO2排出量実質ゼロを目指し，行動する地球環境にやさしいまち

4-2-2 平和活動，国際交流・多文化共生の推進 誰もが平和への意識を持ち，国籍にかかわらずお互いを尊重するまち

4-2-3 広域的な行政の推進 持続的に発展する水戸都市圏の実現

4-2-4 多様化する市民ニーズに対応できる行政経営の推進 市民に満足される質の高い行政サービスの実現

4-2-5 まちを豊かにするデジタル化の推進 市民の生活を豊かにするＤＸの実現

水戸市第７次総合計画・骨子「素案」　施策の大綱　※小項目ごとの目指す姿を含む。

小項目

中項目

大項目


	02-1 総合計画・骨子「素案」.pdfから挿入したしおり
	02-1-1 総合計画・骨子「素案」
	02-1-2 基本計画各論


